
 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域を思い、人々が集い 行動する “地域経営”へ 
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は じ め に 

 

本格的な人口減少社会が到来し、さらに、誰もが経験したことがない

超高齢化社会を目前に控え、日本全体が、大きな転換期を迎えていま

す。 

地域社会においては、中山間地域を中心に、商店や病院等の地域に

必要な生活サービス機能が弱体化しており、都市部においても、自治会、

町内会の構成員の減少や人間関係の希薄化等により、これまで地域コ

ミュニティが担ってきた生活支援機能も低下しています。 

さらに、働き方やライフスタイルの変容は、住民ニーズを多様化、複雑

化させ、地域社会にも様々な影響をもたらしており、今後は、人口減少、高齢化社会を見据え、

多様化する住民ニーズへ対応できるまちづくりが求められています。 

 

本市では平成２１年４月に「山口市協働によるまちづくり条例」を施行し、併せて、条例の理念

の実現に向けて具体的な取組を示した「山口市協働推進プラン」を策定し、２１地域それぞれの

特性にあわせた地域づくりを進めるとともに、市民活動団体をはじめ多様な主体が参画、協働し

て、地域課題や社会課題を解決する協働によるまちづくりを進めてきたところです。 

 

そのような中、第二次山口市協働推進プランにおいては、これまで進めてきた地域づくり協議

会を中心とした協働によるまちづくりを深化させ、より多くの地域住民や多様な主体の参画を促し、

人口減少、高齢化社会を見据えた地域づくりに向けた施策を進めることを明確にいたしました。

今後も住民自治を推進するとともに、市内いずれの地域においても、人々がつながり、豊かで安

心安全な暮らしを確保し、将来にわたって住み続けられる地域づくりに向けて、本計画を着実に

進めて参ります。 

 

最後に、本プランの策定にあたり、本市の将来を考え、様々な視点から、熱心かつ慎重に御

審議、御意見いただきました協働のまちづくり推進委員会や地域づくり協議会、自治会の皆様、

そして、地域づくりと学習環境に関するアンケート等を通じて御協力いただきました多くの市民の

皆様に対しまして、心からお礼申し上げます。 

 

平成３０年（２０１８年）３月 

山口市長  渡 辺 純 忠 
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第二次山口市協働推進プラン 

第第第第１１１１節節節節    計画計画計画計画のののの概要概要概要概要                                                                                                                                                                                                    

１１１１    策定策定策定策定のののの趣旨趣旨趣旨趣旨                                                                                                                                                                

少子高齢化の進展により本格的な人口減少社会が到来し、一人暮らしや夫婦だけの高

齢者世帯が増加しています。特に中山間地域では、商業機能が縮小し、日常生活を支える

サービスの維持が困難な集落も増加してきており、それらの支援のあり方等、地域における

課題は多様化、複雑化しています。  

また、東日本大震災や熊本地震等の大規模震災や集中豪雨も頻発する中、改めて地域

防災力の重要性が注目されており、地域コミュニティや市民活動団体の果たす役割は、これ

まで以上に大きくなっています。 

本市では、平成２１年４月に「個性豊かで活力のある自立した地域社会」の実現を理念に

掲げた「山口市協働のまちづくり条例」を施行するとともに、条例の理念の実現に向けた具体

的な取組を示した「第一次山口市協働推進プラン」を策定し、地域づくり協議会の設置や地

域づくり交付金制度を創設する等、協働によるまちづくりを進めてきました。 

条例施行後９年が経過し、地域づくり協議会を中心とした地域づくりが進んできましたが、

各地域では、社会情勢の変化等により、常に多様な課題を抱えています。将来にわたって

誰もが住んでいる地域で安心して暮らし続けられるように、今後も、２１地域それぞれの特性

にあわせた地域づくりを進めていくとともに、市民活動団体をはじめ、多様な主体が協働して、

地域課題や社会課題の解決を図っていくことが期待されています。 

そこで、この第二次山口市協働推進プランでは、これまでの協働によるまちづくりの取組の

成果を基に、日々めまぐるしく変容を続ける社会情勢のもとでも、将来にわたり安心して暮ら

し続けることのできる地域社会を目指し、今後の１０年間における協働による「地域づくり」に

向けた取組の指針を示します。 

 

 

 

 

 

 

    

２２２２    プランのプランのプランのプランの位置位置位置位置づけづけづけづけ                                                                                                                                                

本プランは、本市の協働によるまちづくりの基本的なルールを定めた「山口市協働のまちづ

くり条例」の基本的理念や具体的規定に基づき策定します。 

また、本プランは、第二次山口市総合計画の部門計画に位置づけられ、総合計画が示す

将来都市像の実現を目指すとともに、協働によるまちづくりに関連が深い各分野において策

定された部門計画と十分な連携・調整を図るものとします。 

◆◆◆◆「「「「地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり」」」」のののの定義定義定義定義◆◆◆◆    

本プランにおいては、これまで地域に引き継がれてきた祭りなどの伝統文化や歴史、

自然などの地域資源を守り、次世代に継承するとともに、地域住民を中心に、市民活動

団体や行政等様々な主体が関わり、福祉や防災、交通など、地域での豊かな暮らしを支

えるための多種多様な取組を「地域づくり」と定義します。 
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第１章 計画策定の背景 

年度年度年度年度 H30H30H30H30 H31H31H31H31 H32H32H32H32 H33H33H33H33 H34H34H34H34 H35H35H35H35 H36H36H36H36 H37H37H37H37 H38H38H38H38 H39H39H39H39

基本方針基本方針基本方針基本方針

推進計画推進計画推進計画推進計画

平成平成平成平成３９３９３９３９年度年度年度年度までのまでのまでのまでの１０１０１０１０年年年年

前期計画前期計画前期計画前期計画：：：：５５５５年年年年 後期計画後期計画後期計画後期計画：：：：５５５５年年年年

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３    プランのプランのプランのプランの構成構成構成構成                                                                                                                                                            

本プランは、「山口市協働のまちづくり条例」の基本的理念に基づき、計画期間における、

市民や行政、その他様々な主体がつながり、支えあう協働によるまちづくりを推進するための

基本的な方向を示す「基本方針」と、その方針を具体化するための方策を示す「推進計画」

で構成します。また、「推進計画」は、社会情勢等による新たな課題に対応するために、中間

年度に見直しを行います。 

 

４４４４    プランのプランのプランのプランの期間期間期間期間                                                                                                                                                            

本プランの「基本方針」は、上位計画である「第二次山口市総合計画」の計画期間に合わ

せ、平成３０年度（２０１８年度）から平成３９年度（２０２７年度）までの１０年間を計画期間と

します。 

また、「推進計画」につきましては、前期計画を平成３０年度（２０１８年度）から平成３４年

度（２０２２年度）まで、後期計画を平成３５年度（２０２３年度）から平成３９年度（２０２７年度）

までのそれぞれ５年間を計画期間とします。 
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第二次山口市協働推進プラン 

第第第第２２２２節節節節    全国的全国的全国的全国的なななな動向動向動向動向                                                                                                                                                                            

１１１１    人口減少人口減少人口減少人口減少、、、、高齢化社会高齢化社会高齢化社会高齢化社会のののの到来到来到来到来                                                                                                                                

日本全体の人口の内６５歳以上の人口の占める割合である高齢化率は、年々上昇の一

途をたどっており、１４歳以下の推計人口は、１９８２年から連続して減少し、少子化に歯止め

がかからず、少子高齢化が進んでいます。また、少子高齢化の進展により、日本全体の生

産年齢人口は１９９５年をピークに減少に転じており、総人口も、２００８年をピークに減少に

転じています。 

国立社会保障・人口問題研究所の日本の将来推計人口（出生中位・死亡中位推計）に

よると、２０１５年に 1 億２，７１０万人の総人口が、２０４０年には 1 億１，０９２万人、２０６５年

には８，８０８万人と、５０年後には３，９０２万人の減少となり、高齢化率は現在よりも約１２％

上昇し３８．４％になることが推計されており、本格的な人口減少、高齢化社会が到来してい

ると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    人口減少人口減少人口減少人口減少・・・・高齢化社会高齢化社会高齢化社会高齢化社会におけるにおけるにおけるにおける地域社会地域社会地域社会地域社会のののの状況状況状況状況                                                                                                

本格的な人口減少、高齢化社会を迎えている中、中山間地域を中心に、高齢化の進展

に伴い、家事支援をはじめとする生活支援サービスの需要が増大し、さらには空き家や耕作

放棄地等の新たな課題が生じています。 

一方で、急激な人口減少の進展により、市場の縮小を背景に商業機能や公共交通など

の民間事業者によるサービスが低下し、また、自治会や町内会に代表される地域コミュニ 
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第１章 計画策定の背景 

ティも、構成員の減少や人間関係の希薄化等により、地域の清掃活動や高齢者の見守り等、

これまで地域コミュニティが担ってきた生活支援機能が低下しつつあります。 

また、行政サービスにおいても市民ニーズの多様化により、行政だけでは従来からの行政

サービスの水準を維持することが困難になってきています。 

こうした中、総務省「暮らしを支える地域運営組織に関する調査研究事業報告書（平成 

２８年３月）」においては、人口減少や高齢化社会の進展による生活支援サービスの需要の

増加と、「民（市場）」、「共（地域コミュニティ）」、「公（行政）」によるサービス提供機能の低

下によって生じたサービスの「隙間」が、地域の新たな課題となっており、今日では、これらの

「隙間」を埋め、地域で暮らし続けるために欠かせないサービスの提供ができる仕組みづくり

が求められていると報告されています。 

【「【「【「【「隙間隙間隙間隙間」」」」のイメージのイメージのイメージのイメージ】】】】    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※出典 総務省「暮らしを支える地域運営組織に関する調査研究事業報告書（平成２８年３月）」 
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第二次山口市協働推進プラン 

３３３３    人口減少人口減少人口減少人口減少、、、、高齢化社会高齢化社会高齢化社会高齢化社会にににに対対対対するするするする地方創生地方創生地方創生地方創生のののの動動動動きききき                                                                                        

人口減少、高齢化社会という日本が直面する大きな課題に対し、政府一体となって取り

組み、各地域それぞれの特長を生かした自立的で持続的な社会を創生するため、国におい

て、平成２６年９月に「まち・ひと・しごと創生本部」が設置され、同年１１月に「まち・ひと・しご

と創生法」を施行し、そして、同年１２月には、日本が目指すべき将来の方向性を示した「ま

ち・ひと・しごと創生長期ビジョン」と、これを実現するための施策を示した「まち・ひと・しごと創

生総合戦略（以下「総合戦略」という。）」が策定されました。 

また、地方創生の深化に向けた今後の取組方針として、平成２７年６月に「まち・ひと・しご

と創生基本方針２０１５（以下「基本方針」という。）」が策定され、同年１２月には基本方針を

踏まえて総合戦略の全面的な改訂が行われました。 

この改訂後の総合戦略では、特に人口減少、高齢化が著しい中山間地域等においては、

一体的な日常生活圏を構成している「集落生活圏」を維持することが重要であり、将来にわ

たって地域住民が暮らし続けることができるよう、住民主体の取組体制づくりを構築するととも

に、地域住民の活動、交流拠点の強化や生活サービス機能の集約・確保、周辺との交通ネ

ットワークの形成等により、利便性の高い地域づくりである「小さな拠点」の形成（集落生活圏

の維持）を推進することも掲げられています。 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

※出典 国土交通省「【実践編】「小さな拠点」づくりガイドブック」（平成２７年３月）」 



 

 

 

 

7 
 

第１章 計画策定の背景 

４４４４    住民自治住民自治住民自治住民自治によるによるによるによる地域地域地域地域分権分権分権分権をめぐるをめぐるをめぐるをめぐる動動動動きききき                                                                                                            

住民自治による地域分権の一つの手法として、地方自治法における一般制度としての「地

域自治区制度」があります。この「地域自治区制度」は、市町村が条例で、市町村の区域を

分けて定める地域自治区を設置し、市町村の意思決定過程において住民の意思を丁寧に

反映していく仕組みです。平成１６年５月に、地方自治法の改正により制度が導入され、平

成２９年４月現在、全国で１４市町（１４１自治区）がこの制度を導入していますが、導入自治

体の推移は横ばいの状況です。 

一方、地域の生活や暮らしを守るために地域住民で形成される「地域運営組織」も住民

自治による地域分権の一つの手法であり、総合戦略（２０１５改訂版）においても、地域課題

解決のための持続的な取組体制として、この「地域運営組織」の形成が重要であると位置づ

けられています。 

この「地域運営組織」は、本市の「地域づくり協議会」と同様の組織で、国も地域運営組織

の形成数を総合戦略の重要行政評価指標（ＫＰＩ）の一つとしており、平成２９年１０月現在で、

全国で６０９市町村、３，７０１団体が発足、活動しています。 

現在、全国各地の「地域運営組織」において、地域課題の解決に向けた様々な取組が進

められており、中山間地域だけでなく、都市部においても固有の課題に積極的に取り組んで

います。このような地方からの動きに対し、国においても、この「地域運営組織」のあり方等に

ついて調査研究が進められ、「地域経営型」自治1への深化の必要性と、「地域運営組織」

の重要性が改めて認識されるとともに、この「地域運営組織」の普及（量的拡大）や、活動内

容の深化（質的向上）を図るため、法人化や人材育成・確保、資金の確保、支援体制につ

いて議論がされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

1 「地域経営型」自治…総務省地域力創造グループ地域振興室が報告した「暮らしを支える地域運営組織に関する

調査研究事業報告（平成２８年３月）」において、地域運営組織が求められる背景として、「自治会・町内会の機能を

補完しつつ、自治会・町内会といった地縁組織に加えて、地域で活動する市民団体やＮＰＯ法人といった機能的組織

も参加し、地域を経営する視点に立って地域の将来ビジョンを協議し、そこで決められた指針に従って地域住民自ら

が実行する『地域経営型』自治への深化が求められている」との記載がされています。 
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第二次山口市協働推進プラン 

第第第第３３３３節節節節    本市本市本市本市のののの現状現状現状現状                                                                                                                                                    

１１１１    本市本市本市本市全体全体全体全体のののの人口及人口及人口及人口及びびびび高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率のののの推計推計推計推計                                                                                                            

本市においても全国の状況と同様に、高齢化率は年々上昇しており、本市の推計によると

２０６５年には現在よりも１０％上昇し、３８．３％になることが見込まれています。また、１４歳

以下の人口も１９８０年代後半から減少し続けており、２０６５年には現在より半減することが

見込まれ、少子高齢化の歯止めがきかない状況が予測されます。 

総人口においても、２０１５年に約１９７，４２２人の人口が、２０４０年には１７０，９３０人、 

５０年後の２０６５年には１３２，６１９人になり、５０年間で約６５，０００人の人口減少が推計さ

れており、本市においても、今後、人口減少がますます進んでいくことが予測されます。 

 

２２２２    アンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査結果結果結果結果ににににみるみるみるみる本市本市本市本市のののの現状現状現状現状                                                                                                                        

協働推進プラン策定にあたり、平成２９年１月１３日から２月１０日までを調査期間とし、無

作為抽出した１８歳以上の市民４，０００人を対象に「地域づくりと学習環境に関するアンケー

ト」を実施（有効回収率４０．７％）し、また、平成２９年２月１０日から２月２８日までを調査期

間として、市民活動支援センター登録団体及び山口市を所在地とするＮＰＯ法人３５３団体

を対象に「山口市市民活動実態調査」を実施しました。（有効回収率４４．０％） 

なお、本市の総合計画において、計画の進捗状況や、各行政分野に対する市民の「満足

度」と「重要度」を把握し、将来に向けたまちづくりに生かすために、毎年、「山口市まちづくり

アンケート」を実施しています。 
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第１章 計画策定の背景 

（１）地域づくりに関する住民の意識 

ア 地域の住みやすさ                                           

多くの市民が、住んでいる地域に住みよさを感じ、また、住み続けたいと思っています

が、若年層については、住み続けたいと思う割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（平成 29 年４月山口市まちづくりアンケート集計報告より） 

（平成 29 年４月山口市まちづくりアンケート集計報告より） 

【【【【年代別年代別年代別年代別】】】】    
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第二次山口市協働推進プラン 

イ 地域への愛着や誇り                                         

多くの市民が、住んでいる地域に愛着や誇りを感じており、特に、自然の豊かさや、

災害等が少ないことに、愛着や誇りを感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（平成 29 年地域づくりと学習環境に関するアンケート調査結果より） 

（平成 29 年地域づくりと学習環境に関するアンケート調査結果より） 

【【【【年代別年代別年代別年代別】】】】    
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第１章 計画策定の背景 

ウ 地域活動への参加                                          

約６割の人は地域活動に参加したことがなく、その内、６０歳代以上の地域活動へ

の参加率は高いものの、それ以下の参加率は低く、特に３０歳代以下の参加率は低い

状況です。 

地域づくり協議会の行事に約６割の人が参加したことがなく、若年層においては、地

域づくり協議会を知らない人が大半を占めています。 

また、参加するためには、楽しいと思えることや、参加する時間的余裕があることが

重要であると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 29 年地域づくりと学習環境に関するアンケート調査結果より） 

【【【【年代別年代別年代別年代別】】】】    
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第二次山口市協働推進プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 29 年地域づくりと学習環境に関するアンケート調査結果より） 

（平成 29 年地域づくりと学習環境に関するアンケート調査結果より） 

【【【【年代別年代別年代別年代別】】】】    
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第１章 計画策定の背景 

エ 地域での課題の共有や地域づくりへの意見の反映                       

半数以上の人が、住んでいる地域での課題の共有がされていないと感じています。

また、半数以上の人が、地域において、地域づくりに自分の意見が反映されていないと

思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 29 年４月山口市まちづくりアンケート集計報告より） 

（平成 29 年地域づくりと学習環境に関するアンケート調査結果より） 
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第二次山口市協働推進プラン 

… 

 

オ 地域づくりへの貢献                                         

半数以上の人が、自分の持っている知識や技能、経験を住んでいる地域の地域づく

りに生かしたいと思っており、また、地域において、地域づくりについて自由に意見交換が

できる場に参加してみたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 29 年地域づくりと学習環境に関するアンケート調査結果より） 

（平成 29 年地域づくりと学習環境に関するアンケート調査結果より） 
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第１章 計画策定の背景 

（２）市民活動に関する状況 

ア 市民活動への参加                                         

実際に活動している人の割合は低いですが、機会があれば活動してみたい人の割

合は約３割あり、特に若い世代は機会があれば活動してみたいという割合が高く、環境

が整えば活動する人が増えることが考えられます。 

また、地域活動をしている人や、以前していた人については、市民活動やボランティ

ア活動にも参加している割合が高いことからも、地域活動と市民活動との関係性は深

いと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 29 年４月山口市まちづくりアンケート集計報告より） 

【【【【年代別年代別年代別年代別】】】】    
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第二次山口市協働推進プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 山口市内の市民活動団体の活動上の課題                           

       市民活動団体の活動上の課題として、活動を担う人材に関することが最も多く、次

いで、資金の確保や地域や他団体との協働・連携に関することが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「「このこのこのこの１１１１年間年間年間年間におけるにおけるにおけるにおける地域活動地域活動地域活動地域活動へのへのへのへの参加状況参加状況参加状況参加状況」」」」とととと「「「「市民活動市民活動市民活動市民活動やボランティアやボランティアやボランティアやボランティア活動活動活動活動へのへのへのへの参加状況参加状況参加状況参加状況」」」」のののの関係関係関係関係 

（平成 29 年地域づくりと学習環境に関するアンケート調査結果より） 

（平成 28 年度山口市市民活動実態調査結果より） 
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第１章 計画策定の背景 

 

 

（平成 28 年度山口市市民活動実態調査結果より） 

（平成 28 年度山口市市民活動実態調査結果より） 

 

（平成 28 年度山口市市民活動実態調査結果より） 

ウ 山口市内の市民活動団体と他団体との連携、協力事業の取組状況            

市民活動団体の多くが、他団体との連携、協力事業に取り組んでおり、その連携先

としては、行政や他の市民活動団体、地域コミュニティ団体との連携が多くなっていま

す。また、今後、連携、協力したい団体として、地域コミュニティ団体が最も多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

18 
 

第二次山口市協働推進プラン 

第第第第４４４４節節節節    第一次第一次第一次第一次山口市山口市山口市山口市協働推進協働推進協働推進協働推進プランプランプランプランのののの取組取組取組取組とととと課題課題課題課題                                                                                                                    

１１１１    参加参加参加参加しやすくしやすくしやすくしやすく、、、、活動活動活動活動しやすいしやすいしやすいしやすい環境環境環境環境づくりづくりづくりづくり                                                                                                    

活動（交流）拠点機能の充実として、地域交流センターの計画的な整備や機能強化を

進めるなど、市民主体の様々な活動の場の充実に取り組んできました。今後も、地域の拠

点として、さらに市民に身近で使いやすい施設となるようハード面・運用面の充実に取り組

む必要があります。 

また、地域づくり協議会を核とした地域活動の活性化を支援するために、「地域づくり交

付金」を交付し、運営体制の確立と地域づくりや課題解決のための財源を支援してきました。

これまでに地域の個性を生かした活動が展開され、市民の地域への関心も高まり、地域活

動への参加も進んできましたが、地域における取組を進展させるために、地域からは交付

金の使途制限の見直し等を求められていることから、制度の見直し及び充実に取り組んで

いく必要があります。 

行政と地域をつなぎ、専門的な視点からサポートする中間支援組織の充実としては、地

域づくり支援センターを発足させ、市民活動支援センター「さぽらんて」とも連携しながら、

様々な情報提供や専門員による支援等を行ってきました。 

地域課題の多様化・複雑化が進む中、ＮＰＯなどの市民活動団体には地域生活を支え

るための公共サービスの担い手としての機能が期待されています。市民活動団体の多くは、

人材や財源確保の課題を抱えており、人材育成やクラウドファンディング2等の手法を用い

た新たな活動資金の確保に向けた支援や、事業ごとに明確な目標を掲げ、評価・検証しな

がら、効果的に活動が展開されるための支援も必要です。 

また、行政と地域の関係性にとどまらない多様な主体によるネットワークを構築し、運営

にかかる専門的な相談にも対応できる中間支援体制の充実が必要です。 

さらに、市政への参画の仕組みづくりについては、各種審議会への市民参画を促したり、

移動市長室（やまぐち車座トーク２１）やパブリックコメント等を通じて市民の意見が市の施策

形成に反映される取組等を進めました。今後も、さらに市民の意見が市政に反映されるプロ

セスを明確にする取組が必要です。 

 

２２２２    情報情報情報情報のののの共有化共有化共有化共有化によるによるによるによる活動活動活動活動のののの活性化活性化活性化活性化                                                                                                            

協働によるまちづくりの考え方や、まちづくり情報等については、講演会や交流会、連絡

会議を開催するとともに、様々な媒体により情報発信し、啓発や情報共有等に取り組みまし

た。地域づくり協議会においても、活発な広報活動や自主的に地域間の情報交換会を開

催されるなど、地域住民の関心の高まりやネットワークづくりが進んでいます。 

地域の抱える課題は、２１地域の区域内だけで解決が難しいものもあり、共通の課題をも

                                                   

2 クラウドファンディング…様々なアイディアやプロジェクトの企画者がインターネットサイトを通じて、不特定多数の人か

ら寄付や資金を募り、実現しようとする手法 
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第１章 計画策定の背景 

つ隣接する地域や類似地域と連携して解決する等、地域間でつながる仕組みを構築して

いく必要があります。 

 

３３３３    人人人人づくりをづくりをづくりをづくりを通通通通じたじたじたじた協働協働協働協働のののの意識醸成意識醸成意識醸成意識醸成                                                                                                             

人材発掘機能や人材育成・支援機能の充実としては、地域づくり計画策定研修会をはじ

め各種講座を開催してきましたが、地域づくりの担い手確保が全地域共通の課題となって

いる一方、地域ごとに課題の状況や支援ニーズも異なるため、きめ細やかな支援が求めら

れています。 

住民主体で課題解決に取り組む地域社会を目指すためにも、協働推進課と市民活動

支援センターとが連携し、多種多様なニーズに向き合い、他の機関とも連動しながら、地域

を支える人づくりに取り組む必要があります。 

 

４４４４    協働推進体制協働推進体制協働推進体制協働推進体制のののの整備整備整備整備とととと市職員市職員市職員市職員のののの意識改革意識改革意識改革意識改革                                                                                                             

庁内の協働推進体制として、庁内の会議体を活用しながら、協働によるまちづくりの理念

を全施策に浸透することに努めてきましたが、具体化する段階で課題が生じることも多く、

部局横断的な実働体制を構築する必要があります。 

市職員の意識については、「協働のまちづくり職員アンケート」結果においては、「協働」の

必要性を認識している職員は増えているものの、職員がより積極的かつ主体的にまちづくり

に参画できる仕組みも検討する必要があります。 
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第二次山口市協働推進プラン 

第第第第５５５５節節節節    今後今後今後今後のののの協働協働協働協働によるまちづくりのによるまちづくりのによるまちづくりのによるまちづくりの展望展望展望展望                                                                                                                

１１１１    地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける日常生活日常生活日常生活日常生活のののの維持維持維持維持にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組のののの推進推進推進推進                                                                                                            

高齢者世帯や単身世帯の増加及び、世帯の小規模化等により、家庭や自治会・町内会

が担っていた「自助」・「互助」の機能が低下する傾向が顕著になっています。 

都市部では職住分離が進み、マンションなどの集合住宅の増加や流動人口が多いこと等

により、コミュニティ帰属意識が希薄化し、自治会、町内会に加入していない住民が増加して

いる等の課題があります。 

周辺部においても、人口減少に伴い集落機能の弱体化が進み、移動手段や買い物機能

などの日常生活を維持するサービス確保が喫緊の課題になっています。特に、移動手段や

空き家の問題について不安を抱える声が多くなっています。 

このようなことからも、人口減少、高齢化社会が進展する中、今後も住んでいる地域で安

心して住み続けられるように、それぞれの地域において日常生活を支える様々な機能を維

持する取組への支援が必要です。 

 

２２２２    地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり協議会協議会協議会協議会のののの体制整備体制整備体制整備体制整備                                                                                                                                    

地域づくり協議会を中心に、様々な地域活動が活発に行われていますが、他団体と協議

会の事業の重複や、担い手の確保や世代交代が進まないことから、活動に携わる人が少数

化・固定化すること等の課題が生じています。今後、部会の再編等、地域づくり協議会の組

織体制の見直しを促進するとともに、若い世代にも地域づくりへの参画を促し、新たな人材の

発掘や育成を進めていく必要があります。 

また、人口減少、高齢化が進む中で、地域の生活や暮らしを維持するために、地域づくり

協議会は、地域において日常生活に必要なサービスを確保するために様々な主体をつなぎ

ながら、住民のニーズに沿って地域をマネジメントすることが期待されています。 

今後、地域づくり協議会が、より持続的かつ安定的に地域づくりを行うためにも、地域にお

いて運営体制を整理するための支援も必要です。 

    

３３３３    人口減少社会人口減少社会人口減少社会人口減少社会におけるにおけるにおけるにおける多様多様多様多様なななな主体主体主体主体のののの確保確保確保確保                                                                                                                                                            

少子高齢化や人口減少、世帯規模の縮小等により、これまで家庭（自助）や自治会・町

内会（互助）で担っていた日常の見守り活動などが難しくなる傾向が広がっています。地域課

題は多種多様で、地域づくり協議会にも多面的な対応が求められており、それらの課題に対

応するためには、行政の支援にとどまらず、専門性を持った人材が関わることが不可欠にな

っています。 

また、地域づくり協議会が、その機能を十分に発揮するためには、地域住民一人ひとりが

地域の構成員としての当事者意識を持ち、できるだけ多くの住民が参画し、合意形成を図る

ことが必要です。 
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第１章 計画策定の背景 

さらに、地域内の若年層など幅広い年齢層やＮＰＯなどの市民団体や事業者、地域おこし

協力隊3などの新たな担い手の参画を促し、その行動力や専門性を課題解決へのアクション

につなげる「マッチングの仕組み」が必要となっています。 

    

４４４４    課題解決課題解決課題解決課題解決にににに向向向向けたけたけたけた多様多様多様多様なななな取組取組取組取組におけるにおけるにおけるにおける支援支援支援支援のののの強化強化強化強化                                                                                                                    

地域づくり交付金により、地域が主体となった地域づくりが進展しましたが、使途が固定化

する傾向があり、新たに発生した課題などへの柔軟な運用が難しくなっています。 

こうした中で、民間の助成金等を受けて地域課題の解決に取り組んだり、また、ビジネスの

手法によって地域課題を解決するコミュニティビジネス4やソーシャルビジネス5による取組等

も全国的に進んでいます。本市でもこのような取組の実施を検討される地域もありますが、コ

ミュニティビジネス等を実施するためには、専門的な知識や様々なネットワークが必要となり、

それらを支援するための体制の構築が求められています。 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

3 地域おこし協力隊…都市部の若者らが地方自治体の募集に応じて委嘱を受け、自治体職員として、おおむね 1 年

以上 3 年以下の期間、地方に移り住み、住民の生活支援や地域の活性化などに取組みながら、その地域への定住・

定着を図る人 
4 コミュニティビジネス…地域が抱える課題を、地域資源を生かしてビジネス手法によって解決する取組 
5 ソーシャルビジネス…高齢者や障がい者の支援等、社会が抱える課題の解決をビジネスの手法で解決する取組 



 

 

 

 

22 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

23 
 

 

 

 

 

第第第第    ２２２２    章章章章    
    

        基基基基    本本本本    方方方方    針針針針    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

24 
 

第二次山口市協働推進プラン 

第第第第１１１１節節節節    目指目指目指目指すすすす協働協働協働協働によるによるによるによる地域地域地域地域づくりのづくりのづくりのづくりの姿姿姿姿                                                                                                                                                                                                    

１１１１    目指目指目指目指すすすす協働協働協働協働によるによるによるによる地域地域地域地域づくりのづくりのづくりのづくりの姿姿姿姿                                                                                                            
 

地域地域地域地域をををを思思思思いいいい、、、、人々人々人々人々がががが集集集集いいいい    行動行動行動行動するするするする    ““““地域経営地域経営地域経営地域経営””””へへへへ    

～～～～    共共共共にににに話話話話しししし、、、、共共共共にににに汗汗汗汗をかくをかくをかくをかく    ～～～～    

    

    本市は、「山口市協働のまちづくり条例」のもと、個性豊かで活力のある自立した地域社

会の実現に向けて、地域づくり協議会を中心として、多様な主体が参画し、連携、協力して、

社会課題や地域課題の解決を継続的に図る協働によるまちづくりを進めています。 

     各地域の地域づくり協議会では、今日まで、２１地域それぞれの特性に応じた住民主体の

地域づくりを展開され、環境美化や絆づくりの行事など様々な活動が活発化しており、住民

の地域づくりへの関心は確実に高まっています。また、地域づくり協議会は、行政と地域との

連携にかかる総合調整窓口としての役割も大きく、本市が協働によるまちづくりを進める上で

必要不可欠な存在となっています。 

加えて、今後の人口減少、高齢化社会の進展により、様々な地域課題が生じることが予

測される中、地域の生活や暮らしを維持するために、地域を経営する視点に立ち、地域づく

り協議会が中心となって、地域住民のニーズに応じた各種の生活支援サービスの提供をは

じめとする多機能型の取組を持続的に行うことも期待されています。 

 

そこで、本プランでは、これまで進めてきた地域づくり協議会を中心とした協働によるまちづ

くりを深化させるとともに、より多くの地域住民や、地域内外を問わず、より多様な主体の参画

を促し、今後の人口減少、高齢化社会を見据えた地域づくりを進めるため、「「「「地域地域地域地域をををを思思思思いいいい、、、、    

人々人々人々人々がががが集集集集いいいい    行動行動行動行動するするするする    ““““地域経営地域経営地域経営地域経営””””へへへへ    ～～～～    共共共共にににに話話話話しししし、、、、共共共共にににに汗汗汗汗をかくをかくをかくをかく    ～」～」～」～」を、１０年後の目

指す協働による地域づくりの姿とします。 

 

「「「「地域地域地域地域をををを思思思思いいいい」」」」についてはについてはについてはについては、、、、地域地域地域地域へへへへのののの愛着愛着愛着愛着やややや誇誇誇誇りりりりのののの醸成醸成醸成醸成をををを表表表表していますしていますしていますしています。。。。    

子どもから大人まであらゆる世代が、「話し合い」を通じて、地域の資源や課題の共有を図

り、地域づくりへの関心を高め、当事者としての意識を醸成するとともに、地域づくりへの参画

を促進する中で、地域への愛着や誇りを育み、住民主役の地域づくりを進め、地域力を向上

させていきます。 

 

「「「「人々人々人々人々がががが集集集集いいいい    行動行動行動行動すすすするるるる    ““““地域経営地域経営地域経営地域経営””””へへへへ」」」」についてはについてはについてはについては、、、、今後今後今後今後のののの住民自治住民自治住民自治住民自治のののの方向性方向性方向性方向性をををを表表表表しししし

ていますていますていますています。。。。    

持続的に地域の暮らしを支えるために、自治会、町内会をはじめとする地縁団体、地域で

活動する市民活動団体等の志縁団体や多くの地域住民の参加のもと、地域づくり協議会が
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第２章 基本方針 

地域をつなぐプラットフォームとなり、地域の将来ビジョンを地域全体で協議します。そして、

地域住民による「話し合い」で決められた指針に従って、地域を経営する視点に立ち、地域

内外の様々な主体をつなぎ、役割分担をしながら、地域の持てる資源（人、もの、金、知恵）

を有効活用し、生活支援サービスの提供などの地域課題の解決に向けた事業等、多機能

型の取組を実行していく「地域経営型」の地域づくりを進め、地域での豊かな暮らしを確保し

ていきます。  

 

「「「「共共共共にににに話話話話しししし、、、、共共共共にににに汗汗汗汗をかくをかくをかくをかく」」」」はははは、、、、本市本市本市本市でのでのでのでの協働協働協働協働によるによるによるによる地域地域地域地域づくりにづくりにづくりにづくりに取取取取りりりり組組組組むむむむ姿勢姿勢姿勢姿勢としてのとしてのとしてのとしての共通共通共通共通

認識認識認識認識としますとしますとしますとします。。。。    

地域住民だけではなく、行政や市民活動団体等、地域づくりに関わるあらゆる主体が地域

の暮らしを支えるために、共に「話し合い」、当事者意識をもって地域のことを考え、地域の課

題解決や地域活性化に向けて共に「汗をかき」、地域を動かしていくことを表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    目指目指目指目指すすすす協働協働協働協働によるによるによるによる地域像地域像地域像地域像                                                                                                                            

    協働による地域づくりを進め、下記のような、地域の暮らしを支える４つの地域像の実現を

目指します。 

（１）「話し合い」により情報共有や相互理解が深まる地域 

 ▼子どもから大人まで幅広い世代で話し合うことで、様々

な考え方を知り、世代間での理解が深まっています。 

 ▼地域住民による話し合いにより、地域の課題や資源の

掘り起こしが進み、地域の現状が共有されるとともに、

住民主体で解決策を考え、それに取り組む「ボトムアッ

プ」による地域づくりが進んでいます。 

◆◆◆◆「「「「地域経営地域経営地域経営地域経営」」」」のののの定義定義定義定義◆◆◆◆    

このプランにおいては、地域全体で地域の将来ビジョンを共有し、地域の課題解決に

向けて、地域内外の様々な主体が参加、協議し、役割分担しながら、地域の持てる資

源（人、もの、金、知恵）を有効活用して、地域を動かし、持続的に地域の暮らしを支え

ていくことを「地域経営」と定義します。 

※出典 総務省 「暮らしを支える地域運営組織に関する調査研究事業報告書（平成２８年３月）」 

＜「地域経営型」の地域づくりイメージ＞ 
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第二次山口市協働推進プラン 

 ▼地域の現状を共有した上で、地域の将来を考えるため、地域住民での「話し合い」が

行われ、地域の「やるべきこと」、「やりたいこと」が整理された地域の将来ビジョンを作

成し、これが地域全体で共有されています。 

 ▼幅広い議論が行える場づくりが進み、地域資源の磨き上げや地域課題解決に向けた

話し合いが行われ、地域での合意形成が図られています。 

 ▼自治会、町内会内での話し合いが進み、悩みや困りごと等が共有され、解決に向け

て行動しています。 

 ▼自治会、町内会での解決が難しい課題は、地域づくり協議会にも共有され、地域全

体の課題として共有が進み、互いに協力し合いながら解決が図られています。 

    

（２）誰もが地域に「愛着や誇り」がもてる地域 

 ▼あらゆる世代の地域住民が地域の魅力や課題を知り、地

域づくりへの関心が高まるとともに、地域づくりの当事者と

しての意識を持っています。また、地域づくりに参画する

中で、地域への「愛着や誇り」が育まれています。 

 ▼小中学生が、コミュニティ・スクール活動を通じて、子ども

の頃から地域について学ぶ環境づくりが進み、地域活動やボランティア活動に参加し

たり、地域の大人と話し、一緒に活動したりする中で、地域への「愛着や誇り」が育ま

れています。 

 ▼高校生や大学生が、暮らしている地域のために、自ら行動するような環境が整い、積

極的に地域行事やボランティア活動等に参加しています。また、地域課題を発見し

解決に向けて提案や行動するとともに、ファシリテーターとなり地域づくり計画策定に

参画する等により、地域づくりの当事者意識や地域への「愛着や誇り」が育まれてい

ます。 

 ▼子どもたちが地域づくりに参画することで、保護者世代も、共に地域に関わり、子どもた

ちと一緒に活動し、地域が変わることを実感する中で、地域への「愛着や誇り」が育ま

れています。 

 

（３）多様な「担い手」が育つ地域 

 ▼誰もが地域づくりに参加しやすい環境づくりが進み、若者等が

地域づくりに参画することで、地域内での世代間交流が活発と

なり、若い世代と年配者との融和が図られ、幅広い世代で担い

手が育つとともに、地域内での世代交代も進んでいます。 

 ▼地域の若い世代等が、地域を動かしていくために必要なスキ

ルを学ぶための仕組みが整うとともに、地域内だけでなく地域

外の同世代とのネットワークの構築が進んでいます。 
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第２章 基本方針 

 ▼高校生や大学生が、積極的に地域活動へ参画することで、地域への愛郷心が育ま

れ、地元での就業や起業が促されています。 

 ▼進学で一度外に出た若者が地元に帰り、地域の新たな担い手として活躍しています。 

 ▼地域において、移住者や地域おこし協力隊等を積極的に受け入れる環境づくりが進

み、これらが新たな地域の担い手となり、新たな発想や視点によって、地域資源の魅

力の再評価や活用を促し、地域が活性化されています。 

 ▼より良い地域の暮らしを実現するために必要な地域課題の解決を図るため、地域住

民が主体的に市民活動団体を立ち上げ、地域における豊かな暮らしを支える新たな

担い手として活躍しています。 

    

（４）多様な主体が「つながる」地域 

 ▼地域住民や自治会、町内会をはじめとする地縁団体や市

民活動団体等の志縁団体がつながり、相互に補完し合い

ながら地域づくりが行われています。 

 ▼地域だけでは対応できない課題を解決するために、地域づ

くり協議会と市が共に話し合い、地域課題を共有し、解決

策を考え、一緒になって地域課題の解決に取り組んでいます。 

 ▼行政や市民活動支援センター等の中間支援組織が、地域外の様々な団体や専門

家等と地域をつなぐことで、地域課題の解決が図られ、地域での暮らしが確保されて

います。 

 ▼それぞれの地域における課題や取組が地域の枠を超えて共有され、相互に支え合い、

高め合いながら、地域間で連携した地域づくりが行われています。 

 ▼行政や企業、ＮＰＯ、財団等、立場の異なる組織がつながり、お互いの強みを生かし

て地域課題や社会課題の解決が図られています。 
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第二次山口市協働推進プラン 

３３３３    数値数値数値数値によるによるによるによる地域地域地域地域づくりのづくりのづくりのづくりの姿姿姿姿                                                                                                                            

    このプランの実行にあたり、計画期間中の達成状況を明示するための総合的な指標とし

て、３つの重要目標達成指標（ＫＧＩ：Ｋｅｙ Ｇｏａｌ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を設定し、進行状況を管理し

ます。 

        重要目標達成指標重要目標達成指標重要目標達成指標重要目標達成指標（ＫＧＩ）（ＫＧＩ）（ＫＧＩ）（ＫＧＩ）            

（１）住んでいる地域へ愛着や誇りを感じている市民の割合 

 

（２）地域行事や市民活動に積極的に参加している市民の割合 

 

（３）日常生活に必要なサービスが確保されていると思う割合 

 

    

    

    

    

    

    

    

基準値 

（平成２９年） 

目標値 

（平成３４年） 

目標値 

（平成３９年） 
指標の推移 

７４．７％ ８０．０％ ８５．０％ 増 加 

基準値 

（平成２９年） 

目標値 

（平成３４年） 

目標値 

（平成３９年） 
指標の推移 

５４．５％ ６０．０％ ６５．０％ 増 加 

基準値 

（平成２９年） 

目標値 

（平成３４年） 

目標値 

（平成３９年） 
指標の推移 

５８．２％ ６３．０％ ６７．０％ 増 加 
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第第第第２２２２節節節節    協働協働協働協働によるによるによるによる地域地域地域地域づくりにづくりにづくりにづくりに参画参画参画参画するするするする多様多様多様多様なななな主体像主体像主体像主体像                                                                                            

以下の主体像のように、それぞれの主体が地域づくりに積極的に参画し、それぞれの役割を

担いながら、協働による地域づくりを進め、地域での豊かな暮らしの実現を目指します。 

１１１１    市民市民市民市民                                                                                                                                                                                

  ●地域に愛着や誇りをもち、地域活動や市民活動に積極的に参加しています。 

  ●地域における話し合いの場に参加し、自らの意見を述べるとともに、地域住民の様々な

意見を聞くことで、地域の良さや課題について認識しています。 

  ●地域の活性化や地域課題の解決に向けて、一緒になって考え、自らができる範囲内で

取り組んでいます。 

 

２２２２    地域地域地域地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ（（（（地縁団体地縁団体地縁団体地縁団体））））                                                                                                                        

  ●各団体内での話し合いを深め、団体内での課題を共有し、一体となって課題解決を図

ることで、各団体の組織力が強化されています。 

  ●各団体間で課題の共有を図り、連携し、人材を共有して取り組むことで、団体活動の活

性化が進んでいます。 

（１）地域づくり協議会 

  ▼地域住民や地域内の様々な団体をつなぎ、地域内での話し合いの場づくりを進め、

地域全体の資源や課題等、地域の現状について、地域住民の間で共有を図ってい

ます。 

  ▼地域の現状を把握した上で、地域住民との「話し合い」のもと、地域のこれから「やる

べきこと」、「やりたいこと」を考え、地域内で合意形成を図りながら、地域の将来ビ 

ジョンを作成し、地域全体で共有しています。 

  ▼地域の将来ビジョンに従って、地域を経営する視点に立ち、地域内外の様々な主

体をつなぎ、役割分担しながら、地域の持てる資源（人、もの、金、知恵）を有効活

用して、生活支援サービスの提供や域外からの収入も確保しながら地域課題の解

決を図っています。 

  ▼他地域の地域づくり協議会や、地域外の様々な団体、専門家等とつながり、複雑で

多様な地域課題の解決を図っています。 

「市民」とは、市内に居住している人をはじめ、市内で働く人や学んでいる人、公共的な活動

をしている人を含めたものです。 

「地域コミュニティ」とは、地域づくり協議会をはじめ、自治会や町内会、婦人会、子ども会、

老人クラブ、ＰＴＡなど、地縁に基づいて住民の皆さんが自主的に参加し、住みよい地域社

会を構築することを目的とした団体です。 
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  ▼地域経営型の地域づくりの実施に向けて、各地域の状況に応じて地域づくり協議会

の体制を構築し、地域での豊かな暮らしを支えるための取組を進めています。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆地域地域地域地域経営経営経営経営型型型型のののの地域地域地域地域づくりづくりづくりづくりにににに向向向向けたけたけたけた地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり協議会協議会協議会協議会のののの体制体制体制体制例例例例◆◆◆◆    

地域づくり協議会には、地域課題や将来ビジョンを考えていく「協議機能」と、実際に

地域課題を解決していく「実行機能」に分けることができます。地域地域地域地域のののの状況状況状況状況やややや課題課題課題課題、、、、構構構構

成団体成団体成団体成団体をををを踏踏踏踏まえてまえてまえてまえて、、、、地地地地域域域域にあったにあったにあったにあった体制体制体制体制のののの再構築再構築再構築再構築もももも支援支援支援支援していきますしていきますしていきますしていきます。。。。    

＜一体型の例＞ 

協議から実行まで、すべて地域づくり協議会が実施する例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜複合型の例＞ 

実行機能の一部を、市民活動団体等が担って実施する例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分離型の例＞ 

 実行機能のすべてを、様々な主体が担って実施する例です。 
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第２章 基本方針 

（２）自治会・町内会 

  ▼自治会・町内会内での話し合いを進め、祭りや伝統文化等の資源や課題を共有し、

自治会、町内会の活性化や課題解決に向けて、住民が一体となって取り組んでい

ます。    

        ▼近隣の自治会・町内会との課題の共有を図り、連携が可能なものについては、一緒

になって取り組み、自治会・町内会での暮らしが確保されています。 

 

３３３３    市民活動団体市民活動団体市民活動団体市民活動団体（（（（志縁団体志縁団体志縁団体志縁団体））））                                                                                                                            

  ●人口減少、高齢化社会の進展により様々な課題が生じることが予測される中、行政や

事業者では十分な対応ができない社会や地域の課題に対して、域外からの資金を獲

得しながら、その専門性を生かして、課題解決を図り、公共サービスの担い手として活

躍しています。 

  ●地域住民が地域課題の解決のため、ＮＰＯ法人等の市民活動団体を立ち上げ、地域

「市民活動団体」とは、営利を目的としない市民の自発的、自主的な社会貢献活動で、不

特定多数の利益（公益）の増進に寄与することを目的とする活動を組織的かつ継続的に行

う団体です。 

◆◆◆◆自治会自治会自治会自治会・・・・町内会町内会町内会町内会とととと地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり協議会協議会協議会協議会◆◆◆◆    

自治会、町内会は、地域コミュニティの礎として、自治会、町内会における福祉や防

災、防犯、環境対策等の様々な分野で、住民の生活を支える最も身近で重要な組織

です。 

地域づくり協議会は、自治会、町内会だけでは対応が困難な課題について、地域内

の様々な組織や、地域住民が参画して、既存の自治会、町内会を補完しつつ、住民

自治を充実させる組織です。 

また、自治会、町内会の協力を得ることによって、地域づくり協議会が取り組む、地

域の活性化等も円滑に進めることができます。 

このことから、自治会、町内会と地域づくり協議会は、「車の両輪」として、地域の暮ら

しを支える重要なパートナーとして、お互いに補い合う「相互補完」の関係です。 
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の新たな担い手として活躍しています。 

  ●市や地域コミュニティと、社会課題や地域課題の共有を図るための話し合いの場づくり

が進むとともに、市や地域コミュニティと協働した課題解決が図られています。 

 

４４４４    事業者事業者事業者事業者                                                                                                                                                                        

  ●企業によるＣＳＲ6活動や社会貢献活動に対する関心が高まり、地域行事への参加や

清掃活動、見守り活動を行う事業者が増加しています。 

  ●それぞれの事業者の特性を生かして、地域や市民活動団体と連携しながら、社会課題

や地域課題の解決に向けた取組が進んでいます。 

  ●従業員が自らの専門知識や技能を生かして社会貢献活動を行う「プロボノ7」への関心

が高まるとともに、活動しやすい環境の整備が進んでいます。 

    

５５５５    教育機関教育機関教育機関教育機関                                                                                                                                                                    

  ●小・中学校において、コミュニティ・スクールの活動を通じて、地域と連携して、子どもた

ちの「生きる力」を育むことで、小・中学生の地域への「愛着や誇り」が高まっています。 

  ●子どもたちへの社会貢献教育を進める中で、ボランティア活動等の社会貢献活動の実

践を通じて、社会での役割を認識し、主体的に地域社会へ参加できる人材が育成され

ています。 

  ●高校において、地域と連携して、地域課題解決型のキャリア教育を進めることで、地域

づくりへの当事者意識や地域への「愛着や誇り」が醸成され、地域の未来を担う人材が

育成されています。 

  ●大学等の高等教育機関と地域の連携による、フィールドワーク等を通じて、地域住民と

交流を図りながら、地域課題の解決に向けて、一緒になって取り組んでいます。 

  ●子どもや若者への社会貢献教育が進み、社会貢献を実践する場を提供することで、子

どもや若者の、社会での役割を実感する「自己肯定感」が養われるとともに、地域への

愛着が高まっています。 

    

６６６６    行政行政行政行政                                                                                                                                                                                

  ●地域や市民活動団体との「話し合い」の場づくりを進め、地域課題や社会課題を共有し、

課題解決に向けて共に話し、共に汗をかくことで、協働のまちづくり条例の理念である

「個性豊かで活力のある自立した地域社会の実現」に向けた取組を進めます。 

  ●協働による地域づくりが進むように支援体制を整え、関係各課で構成される専門チー

ムを結成する等、部局間で連携し、地域課題や社会課題の解決に取り組みます。 

                                                   

6 ＣＳＲ…環境問題への配慮、地域社会への貢献を行うなど、企業が市民として果たすべき責任 
7 プロボノ…ラテン語の「ｐｒｏ ｂｏｎｏ ｐｕｂｕｌｉｃｏ」（公益のために）の略。社会人が自らの専門知識や技能を生かして

参加する社会貢献活動。仕事を通じて培った知識や技能を提供することから継続しやすく、また、事業者側にも社員

のスキルアップにもつながるメリットが期待できることから、注目を集めている 
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  ●地域交流センターは、地域と本庁をつなぐ、地域で最も身近な中間支援組織として、ま

た、地域のコーディネート役として、地域と一体となって地域づくりを行うとともに、社会教

育機能の充実を図ることにより地域の人材育成を進める等、施策横断的な地域づくりの

総合拠点としての役割を担います。 

  ●市職員が地域に入り込み、これまでの行政経験を活かして、地域づくり協議会への支

援や地域での豊かな暮らしの確保に向けた取組を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆「「「「補完性補完性補完性補完性のののの原則原則原則原則」」」」についてについてについてについて◆◆◆◆    

協働による地域づくりにおいては、「みんなで支え合う」ことが最も重要であり、生活課

題や地域課題の解決等については、できる限り小さい単位で行い、小さい単位で解決

が難しいものについては、大きい単位の団体等で補完していく「補完性の原則」による地

域づくりを進めていく必要があります。 

つまり、自治会や町内会でできないことを地域づくり協議会で補い、地域づくり協議会

でできないことは、行政等の様々な主体が補って課題解決を行うことが補完性の原則

であり、これが協働による地域づくりが求める姿です。 

＜補完性の原則のイメージ図＞ 
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第第第第３３３３節節節節    基本施策基本施策基本施策基本施策                                                                                                                                                

目指す地域づくりの姿「地域を思い、人々が集い 行動する “地域経営”へ」の実現に向けて、

４つの基本施策に取組みます。また、計画期間中における各施策の達成状況を図るために、そ

れぞれに重要業績評価指標（ＫＰＩ：Ｋｅｙ Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を設定します。 

１１１１    地域地域地域地域づくりへのづくりへのづくりへのづくりへの参画参画参画参画のののの意識意識意識意識づくりづくりづくりづくり                                                                                                                            

子どもから大人まであらゆる世代が、「話し合い」に参加できる環境づくりを進め、地域の

資源や課題の共有を図り、地域づくりへの関心を高め、地域づくりの当事者としての意識の

醸成を図るとともに、地域づくりへ参画できる場づくりを進め、地域への愛郷心の醸成を図り

ます。 

また、市職員が積極的に地域づくりに参画する仕組みを構築するとともに、地域づくりへ

の参画の意識の醸成を図ります。 

 

【【【【重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標（（（（ＫＰＫＰＫＰＫＰＩ）Ｉ）Ｉ）Ｉ）】】】】    

◆◆◆◆住住住住んでいるんでいるんでいるんでいる地域地域地域地域のののの良良良良さやさやさやさや課題課題課題課題がががが地域地域地域地域住民住民住民住民のののの間間間間でででで共有共有共有共有されているされているされているされているとととと思思思思うううう割合割合割合割合    

 

    

２２２２    地域地域地域地域づくりのづくりのづくりのづくりの担担担担いいいい手手手手のののの確保確保確保確保、、、、育成育成育成育成のののの推進推進推進推進                                                                                            

地域における円滑な世代交代を進め、持続的に地域の暮らしを支えるために、地域にお

ける若者や女性が積極的に活躍できる環境づくりを進めるとともに、地域の担い手、また、

地域リーダーとして育成していく仕組みを構築していきます。 

ＮＰＯ法人をはじめとする市民活動団体について、専門性を生かした、地域や社会におけ

る課題の解決の担い手として、育成、支援していくとともに、地域の新たな担い手として、移

住者や地域おこし協力隊等の外部人材を受け入れる環境づくりを進めていきます。 

 

【【【【重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標（ＫＰＩ）】（ＫＰＩ）】（ＫＰＩ）】（ＫＰＩ）】    

◆◆◆◆（（（（仮称仮称仮称仮称））））地域地域地域地域コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター制度制度制度制度におけるにおけるにおけるにおける認定件数認定件数認定件数認定件数    

    

    

    

基準値 

（平成２９年） 

目標値 

（平成３４年） 

目標値 

（平成３９年） 
指標の推移 

４２．８％ ４６．０％ ５０．０％ 増 加 

基準値 

（平成２９年） 

目標値 

（平成３４年） 

目標値 

（平成３９年） 
指標の推移 

— ４０人 ９０人 増 加 
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３３３３    地域経営地域経営地域経営地域経営にににに向向向向けたけたけたけた支援支援支援支援のののの充実充実充実充実とととと体制体制体制体制整備整備整備整備                                                                            

地域経営型の地域づくりに向けて、専門家や地域との協議を進める中で、将来に向けた

地域づくり協議会の体制の強化、地域づくり交付金制度の充実と組立て等の見直しを図る

とともに、住民にとって最も身近で地域の暮らしを支える自治会、町内会への支援のあり方

について検討していきます。 

また、地域の暮らしを支えるために、生活支援サービスの提供等の地域課題を、ビジネス

の手法を用いた解決が促進されるよう、コミュニティビジネスやソーシャルビジネスによる取

組を支援していきます。 

さらに、地域を支える体制づくりとして、より効果的な連携、支援を行うための行政の体制

や機能の見直しを検討するとともに、地域間連携を促し、様々な専門的な知識や技術を有

する地域内外の団体をつなぐ中間支援機能の強化及び再構築を図っていきます。 

 

【【【【重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標（ＫＰＩ）】（ＫＰＩ）】（ＫＰＩ）】（ＫＰＩ）】    

◆◆◆◆地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり協議会協議会協議会協議会とととと市市市市がががが連携連携連携連携してしてしてして地域課題解決地域課題解決地域課題解決地域課題解決にににに向向向向けてけてけてけて取取取取りりりり組組組組んでいるんでいるんでいるんでいる    

事業数事業数事業数事業数    

    

    

４４４４    地域地域地域地域でのでのでのでの豊豊豊豊かなかなかなかな暮暮暮暮らしのらしのらしのらしの確保確保確保確保にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組のののの推進推進推進推進                                                                

地域福祉、地域防災、地域交通等の取組において、地域と市が共に話し合い、考え、地

域の状況に応じた取組を進め、地域での暮らしを確保します。 

また、効率的かつ持続的な生活サービスの提供を図るため、地域の中心となる地区に

生活サービス等を集約、確保し、周辺地区との間を交通ネットワークで結ぶ「小さな拠点」

づくりに向けた関連施設の機能強化を進めるとともに、人口減少や高齢化が進む中山間地

域をはじめ、農山漁村地域において、この取組が進展するための制度の充実などに取り組

みます。 

 

【【【【重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標（ＫＰＩ）】（ＫＰＩ）】（ＫＰＩ）】（ＫＰＩ）】    

◆◆◆◆地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり協議会協議会協議会協議会とととと連携連携連携連携してしてしてして取組取組取組取組まれているまれているまれているまれている生活支援生活支援生活支援生活支援サービスサービスサービスサービス事業数事業数事業数事業数    

 

 

基準値 

（平成２８年） 

目標値 

（平成３４年） 

目標値 

（平成３９年） 
指標の推移 

５７事業 ８０事業 １００事業 増 加 

基準値 

（平成２８年） 

目標値 

（平成３４年） 

目標値 

（平成３９年） 
指標の推移 

５５事業 ７０事業 ９０事業 増 加 
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第二次山口市協働推進プラン 

第第第第４４４４節節節節    施策体系施策体系施策体系施策体系                                                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基本事業は、中間年度に見直しを行います。 
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第第第第    ３３３３    章章章章    
    

        前前前前    期期期期    推推推推    進進進進    計計計計    画画画画    
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第二次山口市協働推進プラン 

第第第第１１１１節節節節    施策別計画施策別計画施策別計画施策別計画                                                                                                                                                

基本施策基本施策基本施策基本施策１１１１    地域地域地域地域づくりへのづくりへのづくりへのづくりへの参画参画参画参画のののの意識意識意識意識づくりづくりづくりづくり                                                                                                                

    

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業１１１１】】】】 地域の情報発信の強化                           

（１）現状と課題                                              

 ▼各地域において、ウェブサイトの開設や広報誌の発行により、地域での取組や行事に

ついて、積極的に広報されています。 

 ▼アンケート結果において、６０歳以上の地域づくり協議会の行事等の地域活動への参

加率は高いものの、特に若者においては参加率も低く、地域づくり協議会自体を知ら

ない住民も大半であることから、若者が地域に関心を持つように、地域情報の発信を

強化していく必要があります。 

 

（２）事業の方向性                                             

幅広い世代の地域住民が地域の魅力や資源を共有し、地域づくり協議会の取組も

知ることができるように、各地域において、ＳＮＳ8等を活用した双方向の情報発信を支

援していきます。 

また、地域の取組等を市外に発信するとともに、２１地域の情報が共有できる基盤を

構築していきます。 

 

（３）具体的な取組                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

8 ＳＮＳ…インターネットのネットワークを通じて、人と人をつなぎコミュニケーションが図れるように設計された会員制サ

ービス。 

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①ＳＮＳを活用した地

域づくり情報発信の

強化 

●地域づくり協議会へフェイスブック等のＳ

ＮＳ開設に向けた支援をします。 

●地域の情報発信に関する研修等を充実

させます。 

●地域のＳＮＳが充実するように、地域住民

の投稿を促進するルールづくりに取り組

みます。 

・協働推進課 

・総合支所 

・地域交流セ 

ンター 

②地域の情報を発信

する基盤の構築 

●地域での取組等を市外へ発信したり、地

域間で情報共有ができる基盤の構築に

ついて検討します。 

・協働推進課 
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第３章 前期推進計画 

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業２２２２】】】】 「話し合い」による地域資源や課題の共有の促進                          

（１）現状と課題                                              

▼アンケート結果において、住んでいる地域での課題が共有されてないと思う住民が大

半を占め、また、地域づくりに自分の意見が反映されていないと思う住民が多い等、

地域での意見や地域課題を共有するための仕組みを構築していく必要があります。 

▼地域の困りごとについて話したり、住民同士の交流を深めるために、地域内において、

幅広い世代による「話し合い」ができる場づくりが必要です。 

▼「話し合い」を円滑に進めるために、地域内においてもファシリテーター9のような進行

役が求められており、それらの人材育成を行う必要があります。 

 

（２）事業の方向性                                             

  住民同士の交流を深めながら、地域資源や地域課題を知り、地域住民が当事者意

識を持ち、地域への関心を高めるため、地域において、子どもから大人まで幅広い世代

が地域について「話し合う」場づくりを進めます。 

また、地域において「話し合い」を円滑に行うため、その環境づくりを進めるとともに、地

域での「話し合い」が継続的に行われるように支援し、地域住民の交流を通じて、地域

資源や課題の共有を促進します。 

 

（３）具体的な取組                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

9 ファシリテーター…会議などで、発言内容を整理し、発言者が偏らないよう、順調に進行する役。 

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①地域での「話し合

い」の基盤づくり 

●「話し合い」におけるルールづくりを推進し

ます。 

●地域での話し合いの活性化に向けて、市

民ファシリテーターの養成講座を開催し

ます。 

●市民ファシリテーターが、地域等で活躍

できる仕組みを構築します。 

・協働推進課 

 

②地域資源や課題の

共有に向けた「話し

合い」の場づくりの

推進 

●地域交流センターと地域づくり協議会と

が連携して、サロン形式等の様々なスタ

イルを用いて、誰もが参加しやすい「話し

合い」の場づくりを推進します。 

●住民同士の交流や対話が促されるようコ

ミュニティカフェ等の開設支援について検

討します。 

・協働推進課 

・総合支所 

・地域交流セ 

ンター 
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第二次山口市協働推進プラン 

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業３３３３】】】】 幅広い世代の参画の促進                           

（１）現状と課題                                              

▼若者の転出増が続く中、アンケート結果においても、若年層において、地域に愛着や

誇りを感じている割合は相対的に低く、また、今住んでいる地域に住み続けたいと思う

割合も少ない状況です。若者が地域に定着、また、地域に戻るためには、地域への

愛着や誇りを育む必要があります。 

▼全国で学校を核として、地域づくりや人づくりを進める取組が進んでおり、本市でも、小

中学校では、コミュニティ・スクールの活動を通じて、学校と地域が協働して地域の中

で子ども達の生きる力や地域への愛着を育んでいます。しかし、高校等に進学すると

地域活動等への参加が少ないといった声があります。 

▼高校生に対する地域課題解決型のキャリア教育を進め、地域課題に対する若い世

代の関心を高め、地域に貢献する次世代人材を育成する動きが全国でも広がって

います。本市においても、次世代の担い手育成の取組を行う必要があります。 

▼大学では、ボランティア活動に興味がある学生やボランティアサークル等がある中、

地域ニーズとのマッチングが十分ではなく、地域と大学生が連携した取組が進んでい

ません。 

▼長寿社会を迎え、定年退職者等シニア世代が有する豊富な知識や経験が地域で生

かされる仕組みが必要です。 

 

（２）事業の方向性                                             

  子どもの頃から、地域の大人と話し、一緒に活動する中で、地域への「愛着や誇り」を

育むため、小中学校では引き続き、コミュニティ・スクールの活動を通じて、地域や社会

貢献について学ぶ環境づくりを進めるとともに、地域活動やボランティア活動への参加を

促す仕組みを構築していきます。 

  また、将来地域を担う若者を育成するために、地域と連携して、高校生の地域課題

解決型のキャリア教育を進めるための環境づくりを行うとともに、高校生や大学生が地域

づくりに参画し、シニア世代をはじめ、幅広い世代とともに活躍できる仕組みを構築して

いきます。 

 

（３）具体的な取組                                              

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①小中学生の地域活

動への参画の促進 

●地域づくり協議会と連携して、地域につい

て学ぶふるさと教育を推進します。 

●地域づくり協議会や地域交流センターが

実施する事業に、小中学生ボランティア

の参加を促進します。 

・協働推進課 

・学校教育課 

・社会教育課 

・総合支所 

・地域交流セ 
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第３章 前期推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●教育委員会や市民活動支援センターと

連携して、ボランティアや寄付等の社会

貢献について学ぶ機会をつくります。 

ンター 

・市民活動支

援センター 

②高校生や大学生の

地域活動や市民活

動への参画の促進 

●高校生を対象に、地域と一緒に地域課

題について考える「高校生リーダー育成

プロジェクト」を実施する等、高校と地域

が連携した取組を推進します。 

●市民活動支援センターと連携して、高校

生や大学生に対して、地域や市民活動

等とのボランティアのマッチングを行うた

めの仕組みを構築します。 

●高校生や大学生の地域やＮＰＯへのイン

ターンシップを促進します。 

・協働推進課 

・教育委員会 

・総合支所 

・地域交流セ 

ンター 

・市民活動支

援センター 

③人材バンク制度を

活用した地域づくり

参画の促進 

●シニア世代が有する豊富な知識や経験

が地域活動や担い手育成に生かされる

よう、「やまぐち路傍塾」への登録を促す

等、地域活動に参画しやすい仕組みを

構築します。 

・社会教育課 

・協働推進課 

を養うとともに、生徒が地域との協働を視野に、地域と共にある学校のあり方、若者の姿をディス

カッションすることで、自己有用感を高め、将来に向けた「やる気スイッチ」を育てることを目的に、

平川地域と連携して、進路が決定した３年生を対象に「高校生熟議」を開催しています。 

    学校学校学校学校とととと地域地域地域地域がががが連携した地域人材連携した地域人材連携した地域人材連携した地域人材のののの育成（平川育成（平川育成（平川育成（平川地域地域地域地域））））    

    

「高校生熟議」では、事前に研修を受けた生徒がファシリテータ

ーとなり、生徒同士の話し合いを進め、地域と連携した取組等に

ついて協議し、具体的な企画を地域へ提案する等、地域課題解

決型キャリア教育を進められています。 

市も、このような地域と連携した高校生の地域課題解決型キャ

リア教育を進め、次世代の担い手育成に取り組んでいきます。 

平川地域は、地域内に平川幼稚園、平川小学校、平川中学校、西

京高校、山口大学教育学部附属特別支援学校、山口大学があり、コ

ミュニティ・スクール等の活動を通じて、学校と地域が連携した取組が

行われています。 

平川小学校では、コミュニティ・スクールの活動として、地域住民や 
平川中学生、西京高校生、山口大学生のボランティアが、平川小学

校の先生とともに、平川小学校の低学年（１～３年生）の児童を対象に

学習活動をサポートする「『ひらこや』宿題チャレンジデー」を開催し、地

域内の学校と地域が連携した取組を行っています。 

 また、西京高校では、生徒の主体的思考やコミュニケーション能力等 
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第二次山口市協働推進プラン 

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業４４４４】】】】 地域に飛び出す行政職員の育成                           

（１）現状と課題                                              

▼地域からは、積極的に地域づくりに参画し、職員の経験や知識を生かして、地域のた

めに一緒に考える職員が求められています。職員に対して、地域づくりや市民活動へ

の関心を高めるとともに、積極的に地域づくりに参画するための仕組みが必要です。 

▼登録制の「地域活動応援隊」制度については、職員の約４９％が登録し活動に参加

していますが、地域においては制度が浸透していないという意見もあります。職員アン

ケートによると、８割を超える職員が地域活動に参加しており、よりよく機能をする制度

への見直しが必要です。 

 

（２）事業の方向性                                             

  市職員が、地域づくりにおける知識や技術を学び、コーディネーターとして、地域づくり

に参画できる仕組みを構築します。 

  また、市職員の知識や経験を地域で生かして、地域活動や市民活動に積極的に参

画できる環境づくりを進めていきます。 

 

（３）具体的な取組                                              

                                                   

10 ファシリテーション…地域のコミュニティなどの組織の会議などでグループ活動が円滑に行われるように、中立的な 

立場から支援すること 
11 コーチング…相手に質問しながら、その人の潜在能力や問題の解決策を自主的に引き出し、人材開発を進める

技術 

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①市職員の意識改革 ●市職員が地域づくりや市民活動に関心を

高めるための研修や円卓会議を開催す

る等、職員の意識改革を図ります。 

・協働推進課 

・職員課 

②市職員の地域づくり

や市民活動への参

画の促進 

 

●ファシリテーション10やコーチング11等の地

域づくりに必要なスキルを学ぶ研修を実

施するとともに、地域づくりへの参画を促

進します。 

●市職員が持っている事務処理能力、専

門知識や技術を生かして、地域づくりや

市民活動へ参加する「行政プロボノ」制

度について検討します。 

●市職員が、職務外で地域貢献活動に積

極的に参画するために、公共性のある組

織での副業の導入について検討します。 

・協働推進課 

・職員課 

・総合支所 

・地域交流セ 

ンター 
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第３章 前期推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「地域活動応援隊」の活用を促進するた

め、制度の見直しを図るとともに、地域へ

の周知を徹底し、地域づくりへの取組の

参画を促します。 

職員のＡさんは、市民活動支援センター「さぽらんて」からの紹介で、市内のＮＰＯ法人の事務

ボランティアをしています。活動しているのは休日で、月１回程度、市役所で培った事務処理能

力を生かし、主に名簿や書面の作成といった事務作業を手伝うほか、団体の行事にも参加して

います。 

Ａさんは、当該団体の活動分野に関する専門知識があるわけではないので、当初はどこまで

活動に貢献できるか不安でしたが、ちょっとした手伝いでも団体から感謝されることから、今では

楽しく参加されています。 

また、社会課題の解決に熱意をもって取り組まれる団体の方の姿を見る中で、自らも頑張らな

いといけないと感じ、市役所の業務のモチベーションも高まり、いい刺激になっているようです。 

Ａさんは、こうした職場外での活動は、自身の私生活の充実につながることはもちろん、誰かの

役にも立つことができるので、今後も無理なく続けられる範囲で積極的に参加していきたいと考え

ています。また、団体においても、今後の活動において、大きな期待をされています。 

このように、行政職員の経験や事務処理能力は、地域 

や市民活動団体等の活動において大きな力となり、また、 

職員にとっても、職務とは違う新たな経験をすることで、自 

らのスキルアップにもつながるとともに、今後の職務におい 

ても、貴重な経験となると考えられることから、市としてもこ 

のような活動を積極的に推進していきます。 

市職員市職員市職員市職員ののののＮＰＯ法人ＮＰＯ法人ＮＰＯ法人ＮＰＯ法人でのでのでのでのボランティア活動（行政ボランティア活動（行政ボランティア活動（行政ボランティア活動（行政プロボノ事例プロボノ事例プロボノ事例プロボノ事例））））    

また、奈良県生駒市でも公共性のある組織で副業に就きやすくするため、平成２９年８月から

職員が職務外に報酬を得て地域活動に従事する際の基準を設け、職員が地域活動に励み、

市民との参画や協働によるまちづくりを推進されています。 

 

兵庫県神戸市では、職員の働き方を多様化し、外部での経験を公務に生かした市民サービ

ス向上を目指し、公共性のある組織で副業に就きやすくするため、平成２９年４月から独自の許

可基準を設け、一定の報酬を得ながらＮＰＯ法人などで活動できるような取組を進められていま

す。 

職員の公共性のある組織での副業職員の公共性のある組織での副業職員の公共性のある組織での副業職員の公共性のある組織での副業のののの促進促進促進促進    （神戸市、生駒市）（神戸市、生駒市）（神戸市、生駒市）（神戸市、生駒市）    
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第二次山口市協働推進プラン 

基本施策基本施策基本施策基本施策２２２２    地域地域地域地域づくりのづくりのづくりのづくりの担担担担いいいい手手手手のののの確保確保確保確保、、、、育成育成育成育成のののの推進推進推進推進                                                                                        

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業１１１１】】】】 地域を支える人づくりの仕組みの構築                           

（１）現状と課題                                              

▼役員の高齢化や固定化等により一部役員や事務局の負担が増加しています。また、

地域や各種団体等においても後継者不足が喫緊の課題となっており、新たな人材の

育成が求められています。 

▼世帯の縮小化が進み、価値観の多様化等から、世代間で考え方に違いがある等、

世代交代が難しくなっているという声が地域からあります。 

▼多くの地域において、リーダー育成の必要性を感じていますが、地域に人材発掘や人

材育成のノウハウがないことから、これらを進めていくための仕組みづくりが求められて

います。 

▼地域では、若者の意見を取り入れた地域づくりを進めたいと考えられていることから、

若者の参画を促し、育てるための仕組みづくりが求められています。 

▼アンケート結果によると、地域活動に参加するために重要なものとして、楽しいと思え

ることや時間的な余裕があること、同世代をはじめ幅広い世代が参加していることが

あげられています。 

 

（２）事業の方向性                                             

  地域づくりに必要な知識や技術を習得するためのプログラムを作成する等、人材育成

の仕組みを構築するとともに、その習得した知識や技術を生かすための仕組みづくりを

進めていきます。 

また、円滑な世代交代を図るため、若者の地域づくりへの参画の促進や育成を行うと

ともに、若者をはじめ多世代が活躍できる場づくりを進めていきます。 

さらに、地域課題等の地域のニーズにあった学習提供を行うため、地域交流センター

の社会教育機能の充実を図っていきます。 

 

 

（３）具体的な取組                                              

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①地域づくり協議会の

担い手の育成の推

進 

●ファシリテーションやコーチング等の地域

づくりに必要なスキルを学ぶ研修プログラ

ムを作成し、地域づくり協議会からの推

薦者に対し、研修を実施します。 

●研修修了者を（仮称）地域コーディネータ

ーとして認定する等、様々な住民が地域

づくりへの参画を促進するための仕組み

・協働推進課 
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第３章 前期推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

について検討します。 

②次世代の人材育成

に向けた取組の推

進 

●地域の若者が地域づくりについて学び、

地域でチャレンジできる仕組みについて

検討します。 

・協働推進課 

・社会教育課 

・地域交流セ 

ンター 

③地域における若者

や女性の活躍の場

づくりの促進 

●地域交流センターと地域づくり協議会が

連携して、若者が集い活動できるきっか

けづくり、場づくりを推進します。 

●地域の女性が、さらに地域で活躍するた

めの支援策について検討します。 

・協働推進課 

・地域交流セ 

ンター 

 

④社会教育事業によ

る人材育成の強化 

●地域交流センターで実施する社会教育

事業において、地域課題に対応した学習

機会の提供や、若者の地域づくり参画の

きっかけづくりを行う等、地域づくり人材の

育成を推進します。 

・地域交流セ 

ンター 

・社会教育課 

小地域では、若い年代の地域づくり参加を目指して、地域づくり協議会と地域交流センタ

ーが連携して取り組む講座「さばろっち未来カフェ」を行っています。 

市民活動支援センターさぽらんての進行により運営

する「おさばのカタリバ」では、地域づくりをテーマにした

企画立案等を通じて、話し合いのコツやスキルを学び

ます。これらの活動を通じて、地域の担い手育成につ

なげます。 

地域の担い手育成の地域の担い手育成の地域の担い手育成の地域の担い手育成の場場場場づくりづくりづくりづくり「さばろっち未来「さばろっち未来「さばろっち未来「さばろっち未来カフェカフェカフェカフェ」」」」（（（（小鯖小鯖小鯖小鯖地域）地域）地域）地域）    

ご当地ゆるキャラ「さばろっち」の活用にも多くの市民が関

わり、ゆるキャラグランプリへの取組や、おそろいのポロシャツ

を作るなど、子どもから年配の方までが関わる取組が生まれ

ています。 

『さばろっち未来カフェ』では、各回、地域づくり

に関連するキーワードに沿って、実際に活動をさ

れている同年代の方を講師として招き、話題提

供をいただくとともに、そこから着想を得たアイデ

アを出し合ったり語り合います。 
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第二次山口市協働推進プラン 

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業２２２２】】】】 市民活動団体の育成と支援の強化                         

（１）現状と課題                                              

▼市民活動団体は、地域課題や社会課題を解決し、地域の暮らしを支える新たな担い

手として期待されている中、まちづくりアンケート結果からも、実際に市民活動を行っ

ている割合は低いものの、機会があれば活動してみたい人の割合は高く、環境が整え

ば活動する人が増えることが期待されます。 

▼市民活動実態調査の結果から、市民活動団体の活動上の課題として、活動を担う

人材の育成や活動資金の確保、地域や他団体との協働、連携があがっており、これ

らを支援していく仕組みを構築していく必要があります。 

▼多くの市民活動団体が、今後、地域コミュニティとの連携を求めていることから、市民

活動支援センターも地域コミュニティとの関係性を築き、市民活動団体と地域コミュ

ティとの連携支援を実施する必要があります。 

 

（２）事業の方向性                                             

  市民活動団体の活動資金の確保や人材育成に向けた仕組みを構築するとともに、

社会課題解決に向けて、行政と市民活動団体が連携した取組を行えるような環境づく

りを進めていきます。 

  また、市民活動支援センター「さぽらんて」においては、今まで蓄積されたノウハウを生

かした市民活動の支援に加え、地域コミュニティとの連携を深め、地域と市民活動団体

とのマッチングや、地域住民が市民活動に参画するためのきっかけづくりや若者の社会

貢献活動への参画を促進を進めます。 

そのため、交流機能の強化に向けて、幅広い世代の市民が集まり、利用できる交流

の仕組みづくりや環境整備を検討していきます。 

 

（３）具体的な取組                                              

                                                   

12 ガバメントクラウドファンディング…自治体がプロジェクトやアイデアの実現のため、不特定多数の人からインターネッ

トサイトを介して寄付を集めること。 

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①市民活動団体への

支援の強化 

 

●ふるさと納税制度を活用した地域活動、

市民活動支援のための新たな基金の創

設やガバメントクラウドファンディング12等

を活用した新たな財政支援制度を検討

します。 

●ＮＰＯ法人の新規設立を促進するととも

に、安定的に運営されるよう市民活動支

援センターを中心に支援します。 

・協働推進課 

・市民活動支

援センター 

・財政課 
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第３章 前期推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市民活動支援センターを中心に、市民

活動団体の人材育成に向けた取組を推

進します。 

②市民活動団体と市

との連携体制の構

築 

●社会課題の共有と、課題解決に向けて、

市民活動団体と市の担当課等との円卓

会議を開催する等、話し合いの場づくりを

推進します。 

・協働推進課 

・市民活動支

援センター 

・関係各課 

③市民活動支援セン

ターの機能強化及

び環境整備 

●地域コミュニティと連携した課題解決を

図るため、地域と市民活動団体とのマッ

チングを行います。 

●地域住民が、市民活動に参画するため

のきっかけとなるプログラムを作成し、地

域活動と連携した取組を推進します。 

●子どもや若者の社会貢献活動への参画

を促進するためのプログラムを作成し、学

校等と連携した取組を推進します。 

●幅広い世代の市民が集まり、交流できる

市民活動支援センターの環境整備を行

います。 

●市民活動支援センターを中心に、高校

生や大学生に対して、地域や市民活動

等のボランティアのマッチングを行うため

の仕組みを構築します。【再掲】 

・協働推進課 

・市民活動支

援センター 

・学校教育課 

地域地域地域地域版版版版コドモジカンプロジェクトコドモジカンプロジェクトコドモジカンプロジェクトコドモジカンプロジェクト    （（（（市民活動市民活動市民活動市民活動支援センター支援センター支援センター支援センター、大内地域、大内地域、大内地域、大内地域））））    

    
市民活動支援センター「さぽらんて」では、地域の宝であ

る子どもたちが、より豊かなコドモジカンを過ごすための遊び

と学びを備えた居場所をつくり、地域で「子育ち」を見守る

文化醸成を応援するコドモジカンプロジェクトを、現在、大内

まちづくり協議会と連携して、大内地域で展開しています。 

このプロジェクトは、各地区（自治会）単位で取り組まれ、各地区の集会所を会場として、企

画・運営も地区内の大人や中学生がボランティアとして参画していることが特徴で、この取組を

通じて、地区内の大人から子どもまでのつながりの輪が生まれ、地域力の向上も期待できます。 

また、子どもたちが様々な体験ができるように、市民活動団体や事業者等が独自プログラム

を提供しており、地域と市民活動団体、事業者の新たな連携した取組となっています。 
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第二次山口市協働推進プラン 

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業３３３３】】】】 外部人材の活用と受入の促進                        

（１）現状と課題                                              

▼少子高齢化が進む地域においては、地域を担う人材の不足が課題となっています。 

▼地域型空き家バンク制度等の定住に向けた移住促進の取組を進める地域もある等、

多くの地域で移住や定住についての関心が高まっています。 

▼地域の新たな担い手として期待される、地域おこし協力隊等、地域外からの新たな

人材が積極的に活動しています。今後は、このような新たな外部人材の受入体制を

充実させていく必要があります。 

 

（２）事業の方向性                                             

  地域に不足する人材を補完する外部人材の活用を図るために、地域において、地域

に必要な人材について考える「話し合い」を推進します。 

また、新たな視点から地域の魅力や地域資源を再発見し、地域の活性化に生かす

ため、地域において外部人材の活用を推進します。 

さらに、それらの人材の移住や定住を促進するための仕組みや外部人材の活動を支

援する体制づくりを行っていきます。 

 

（３）具体的な取組                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①地域のニーズに対

応した外部人材の

活用の促進 

●外部人材の活用を図るため、地域におい

て、必要な人材についての「話し合い」を

促進します。 

●地域に必要な新たな担い手となる人材を

確保するために、地域おこし協力隊等の

外部人材の活用を促進します。 

●地域が求めている人材と移住者をマッチ

ングさせるための仕組みについて構築し

ます。 

・協働推進課 

・定住促進課 

②移住、定住の促進 

 

●地域主体で実施する「地域型空き家バン

ク制度」の導入を促進します。 

●移住希望者が、地域住民との交流や地

域での暮らしを体験できる取組を推進し

ます。 

・定住促進課 

・協働推進課 
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第３章 前期推進計画 

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業４４４４】】】】 事業者と連携した地域づくりの推進                        

（１）現状と課題                                              

▼事業者において、環境美化活動や地域の高齢者の見守り活動等を行うなど、企業に

よる社会貢献活動やボランティア活動に対する関心が高まっています。 

▼社会のために、職業上のスキルや経験を生かしたボランティア活動である「プロボノ」

の取組が、社員の人材育成等の一環として企業等にも広まるとともに、個人の自己

研鑽やネットワークづくりとしても注目が集まっています。 

 

（２）事業の方向性                                             

  事業者の地域づくりへの参画を促すため、商工団体等と連携して事業者の社会貢献

活動やボランティア活動を促進します。 

  また、「プロボノ」活動を促進するとともに、事業者と連携して地域活動や市民活動等

に生かす仕組みづくりを進めます。 

 

（３）具体的な取組                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①事業者による地域

における社会貢献

活動の促進 

●商工団体等と連携して、事業者による地

域における社会貢献活動やボランティア

活動を促進します。 

・協働推進課 

・ふるさと産業

振興課 

②「プロボノ」の啓発と

活用の仕組みの構

築 

●市民活動支援センターと連携して、「プロ

ボノ」について啓発するとともに、事業者と

連携して地域活動や市民活動に「プロボ

ノ」を生かすための仕組みを検討します。 

・協働推進課 

・市民活動支

援センター 

 

無料ロボット教室で地域社会貢献無料ロボット教室で地域社会貢献無料ロボット教室で地域社会貢献無料ロボット教室で地域社会貢献（（（（株式会社株式会社株式会社株式会社 NFNFNFNF デバイステクノロジーデバイステクノロジーデバイステクノロジーデバイステクノロジー））））    

    株式会社 NF デバイステクノロジー（所在地：宮野地域）

では、地域の子どもたちを対象に、簡単な講習とロボット

の組み立て、ロボットを動かすためのプログラミングを体験

できる無料のロボット体験教室を開催しています。 

社員にいろいろな経験をさせたい、地域とのつながりを 

大事にしたいという社の方針のもと、5 年前に、この教室ははじまり、ボランティアを通じて、

これまで出会わなかったような人たちと接する機会が増えることでコミュニケーション力が

鍛えられる等、無料ロボット教室を地域の子どもたちに行うという社会貢献を通して、若手

社員の人材育成につながっています。 
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第二次山口市協働推進プラン 

基本施策基本施策基本施策基本施策３３３３    地域経営地域経営地域経営地域経営にににに向向向向けたけたけたけた支援支援支援支援のののの充実充実充実充実とととと体制体制体制体制整備整備整備整備                                                                                                                        

    

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業１１１１】】】】 地域経営に向けた基盤の強化                        

（１）現状と課題                                              

▼多くの地域づくり協議会では、部会を中心に様々な活動が行われていますが、今後

多様化する地域課題に対応するためには、地域づくり協議会だけでなく、地域内外の

様々な主体との連携が重要であり、地域の状況や構成団体を踏まえ、地域にあった

体制の再構築を図っていく必要があります。 

▼地域づくり交付金は自由度のある交付金としながらも、その使途については一定の制

約を規定しています。このことにより使途が固定化したり、課題解決に交付金が使え

ない場合があり、より地域の特性や状況に合わせた活用ができるように地域から求め

られています。 

▼民間においても地域コミュニティに対する多様な助成金制度があり、また、クラウドフ

ァンディング等の新たな資金調達手段も積極的に取り組まれています。今後は、地

域課題の解決に向けた新たな財源確保手段として活用を促す等、資金調達に向け

て支援する必要があります。 

 

（２）事業の方向性                                             

  持続的に地域の暮らしを支え続けていく地域経営型の地域づくりを進めるため、地域

の状況にあった地域づくり協議会の体制整備への支援を進めていくとともに、地域の将

来ビジョンである地域づくり計画の見直し支援や、計画の進行状況の管理、事業の振り

返り等を実施する仕組みづくりを進めていきます。 

  また、様々な地域課題の解決を図るとともに、地域づくり協議会の自主性や自立性を

高めるために、地域づくり交付金の充実や組立て等の見直しを図り、併せて、地域づくり

協議会が新たな財源を確保できるような仕組みや支援体制の構築を図ります。 

  さらに、住民の生活を最も身近で支える自治会、町内会において、それぞれの活動の

充実や課題の解決を図るための支援のあり方について検討していきます。 

 

（３）具体的な取組                                              

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①地域づくり協議会の

体制強化の支援 

●地域の暮らしを支える地域経営型の地

域づくりへの取組を進めるため、部会の

見直しをはじめとする地域づくり協議会の

体制強化に向けて、地域に寄り添った支

援を行います。 

●地域課題を把握するためのアンケート調

・協働推進課 

・総合支所 

・地域交流セ 

ンター 
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第３章 前期推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

査の実施やワークショップ等の活用等の

支援を行います。 

●小地域福祉計画との一体的な取組を図

る等、地域に応じた地域づくり計画の見

直しに向けた支援を行います。 

●地域づくり計画の進行管理や事業評価

の仕組みについて検討します。 

②地域づくり交付金制

度の見直し及び充

実に向けた検討 

●多様な地域課題に対応するため、地域

づくり交付金の使途制限の緩和等、制度

の見直し及び充実に取り組みます。 

・協働推進課 

③地域における新た

な財源確保に向け

た支援の検討 

●民間の助成金や補助金を受けるための

支援を行います。 

●ふるさと納税制度を活用した地域活動、

市民活動支援のための新たな基金の創

設やガバメントクラウドファンディング等を

活用した新たな財政支援制度を検討し

ます。【再掲】 

・協働推進課 

・市民活動支

援センター 

④自治会、町内会へ

の支援の強化 

●自治会、町内会の運営上の悩みや課題

の解決に向けて、自治会、町内会長を対

象とした研修会を実施します。 

●自治会、町内会間の連携に係る支援を

行います。 

・協働推進課 

・総合支所 

・地域交流セ 

ンター 

秋穂二島地域では、今後の地域づくりの基礎資料とするため

に、世帯別ではなく、中学生以上全地区民を対象に、「二島地区

まちづくりアンケート」を実施されました。このアンケートは、地域住

民によるアンケート検討部会メンバーを中心に、アンケート結果の

分析を実施し、課題解決に向けた取組の検討が行われました。 

中学生以上全住民を対象にしたアンケートの実施中学生以上全住民を対象にしたアンケートの実施中学生以上全住民を対象にしたアンケートの実施中学生以上全住民を対象にしたアンケートの実施（秋穂（秋穂（秋穂（秋穂二島地域二島地域二島地域二島地域））））    

    

そして、地域への定住人口の増加に向けた住宅の確保及び空き家

問題の課題解決のため、地域の若い世代が積極的に関わり、二島定

住促進委員会「住もう家」を立ち上げ、平成２９年１１月には、空き家

バンク制度を導入し、地域ぐるみで移住、定住活動を推進されていま

す。 
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第二次山口市協働推進プラン 

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業２２２２】】】】 地域を支える体制の構築                           

（１）現状と課題                                              

▼人口減少、高齢化の進展により、地域や社会における課題は、多様化、複雑化し、

地域づくりの中間支援組織に求められる支援のニーズも高度化、専門化しています。 

▼全国的に、地域づくりの取組が進む中で、ＮＰＯ法人等がその機動性や幅広いネット

ワークを生かして、地域の特性に応じたきめ細やかな支援を行っている中間支援組

織が増えています。 

▼コミュニティビジネスやソーシャルビジネスで地域課題を解決する取組が全国的に進

む中、本市においてもこのような取組を検討しはじめた地域づくり協議会もあり、その

動きを支援するための体制を構築していく必要があります。 

▼地域交流センターは、従来の生涯学習、社会教育機能に加え、地域づくりの拠点、

また、地域の防災拠点としての機能を付加し、各地域に定着してきたところですが、

アンケート結果によると、高齢化社会の進展等により、健康づくりや介護、福祉支援の

機能が求められています。 

 

（２）事業の方向性                                             

  行政を含めた地域づくりの中間支援機能としては、地域での「話し合い」や人材育成、

新たな財源の確保、コミュニティビジネス等の多様な支援や、支援に向けた幅広いネット

ワークの構築が求められています。さらに、地域だけでは解決できない地域課題について、

地域と市、多様な主体が連携して取り組むための仕組みが必要となっていることから、中

間支援機能のあり方とともに官民の両視点による、今後の支援体制について検討してい

きます。 

  また、引き続き、老朽化・狭あい化した地域交流センターの整備を進めるとともに、地

域における最も身近な地域づくり支援窓口として、その機能強化に取り組んでいきます。 

   

（３）具体的な取組                                              

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①中間支援機能の強

化及び体制整備 

●協働によるまちづくり推進委員会を中心

に、地域づくりにおける多様な支援ができ

る中間支援の機能や体制について検討

します。 

・協働推進課 

 

②地域課題解決に向

けた地域と市の連

携の仕組みの構築 

●地域づくり協議会と市の担当課が地域課

題について話し合い、課題解決に向けて

協働して取り組む仕組みについて検討し

ます。 

・協働推進課 

・関係各課 



 

 

 

 

53 
 

第３章 前期推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③コミュニティビジネス

への支援体制の構

築 

●商工団体等と連携して、コミュニティビジ

ネスの相談窓口の開設等の支援体制に

ついて検討します。 

・協働推進課 

・ふるさと産業

振興課 

④地域交流センター

の整備及び機能強

化 

●老朽化・狭あい化した地域交流センター

の整備を進めます。 

●地域交流センターにおける、健康づくりや

介護予防等の福祉機能の充実に向けて

検討します。 

●地域交流センターにおいて、地域づくりの

コーディネートや人材発掘、育成を図る

ため、社会教育機能を含めたセンター内

の機能整理を行うとともに、職員の資質

向上を図るため、研修の充実を図りま

す。 

・協働推進課 

・総合支所 

・地域交流セ 

ンター 

・健康福祉部 

・社会教育課 

若年層若年層若年層若年層のののの意見意見意見意見をををを取り入れた地域づくり取り入れた地域づくり取り入れた地域づくり取り入れた地域づくり計画の計画の計画の計画の策定策定策定策定    （陶（陶（陶（陶地域地域地域地域））））    

    陶連合自治会では、今後の計画策定には、若年層の意見が重

要であるとの考えから、地域内の概ね５０歳以下を中心とした１５

名で、陶連合自治会の特別部会として「これから部会」を立ち上

げ、第三次地域づくり計画の策定に取り組まれました。 

「これから部会」では、第二次地域づくり計画における５年間の

また、目指す将来像に向けて地域づくりを進める上で、現在

の活動の中心世代（老年層）の力が必要であるとの認識から、

これらの世代にも「これから部会」に参画してもらい、目指す将

来像や具体的な活動内容について、ワークショップ形式を取り

入れながら提案・検討されました。 

取組の達成状況とその評価をするとともに、第三次計画策定に向けて、陶地域の課題を整理

し、課題を踏まえ陶地域の目指す将来像について検討をされました。 

「これから部会」では、このような地域での「話し合い」が１２回開

催され、また、計画に対して地域住民の意見を聞く意見公募を経

て、第三次地域づくり計画が策定されました。 

地域の幅広い世代の声を踏まえて策定された第三次計画は、 

「夏フェス」や「交流センター日曜カフェ」の開催等、若者層の意見を取り入れた新たな取組だけで

なく、その事業をどこが担当して実施するかも具体的に明記された計画になっており、その中には

若者の役割も明記されています。また、この計画では、「身の丈にあった地域活動」を意識し、無理

なく出来ることから取り組むことを大切にされています。 



 

 

 

 

54 
 

第二次山口市協働推進プラン 

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業３３３３】】】】 地域間交流と連携の促進                           

（１）現状と課題                                              

▼人口が減少し、地域課題が複雑化、多様化する中、地域内だけで解決ができない課

題も生じており、今後は、隣接する地域や類似地域と共通の課題解決に向けて、具

体的な連携につながる仕組みを構築していく必要があります。 

 

（２）事業の方向性                                             

  他地域の地域づくり協議会と、地域の取組や課題を共有できる仕組みを構築するとと

もに、地域間で連携した取組が実施できるような体制や支援制度を検討していきます。  

 

（３）具体的な取組                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①地域間交流及び連

携の仕組みの構築 

●地域課題を持ち寄り、地域間で意見交

換を行うための場づくりを推進します。 

●地域の取組を紹介し、地域間の交流を

促す「（仮称）地域自慢大会」の開催を検

討します。 

●地域での取組等を市外へ発信したり、地

域間で情報共有ができる基盤の構築に

ついて検討します。【再掲】 

・協働推進課 

・総合支所 

・地域交流セ 

ンター 

②地域間連携におけ

る支援制度の検討 

●地域間で連携した地域課題解決に向け

た取組に対する支援制度について検討し

ます。 

・協働推進課 

地域づくりの地域づくりの地域づくりの地域づくりの情報交換会情報交換会情報交換会情報交換会「地域「地域「地域「地域づくりづくりづくりづくりのキッカケ見つけ隊２１」のキッカケ見つけ隊２１」のキッカケ見つけ隊２１」のキッカケ見つけ隊２１」    

地域づくりに取り組む方々が抱える悩み事や困り事について、お互

いに地域づくりへのヒントを得ることができるように、市内外で活躍され

ている方の取組事例を聴講するとともに、地域の困りごとを共有するた

めに参加者同士の意見交換を行う新しい地域づくりの研修会である

「地域づくりのキッカケ見つけ隊２１」を、地域交流センター職員が中

心に企画、運営を行い実施しています。 

引き続き、このような情報交換できる場づくりを進めるとと

もに、地域間で取組を紹介したり、交流できる場づくりを進

めていきます。 
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第３章 前期推進計画 

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業４４４４】】】】 庁内における支援体制の確立                           

（１）現状と課題                                              

▼庁内において部局を横断した事業展開を進めるため、庁内での協働推進体制を再

構築するとともに、今後の人口減少、高齢化社会における地域づくりへの支援体制を

構築する必要があります。 

 

（２）事業の方向性                                             

  協働による地域づくりを推進するため、庁内の推進体制の再構築を図るとともに、地

域づくりに関わる担当課が横断的に連携して取組む体制を構築していきます。 

 

（３）具体的な取組                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①庁内の協働による

地域づくり推進体制

の再構築 

 

●庁内の協働による地域づくりの推進体制

として、副市長を会長とし、部長級で構

成する「（仮称）協働による地域づくり調

整会議」を設置し、地域づくりにおける部

局間の調整を行います。 

●地域課題の解決に向けて、部局間で連

携した取組を検討するワーキンググルー

プを設置します。 

●新たに各政策管理室職員を「（仮称）協

働による地域づくり推進員」とし、部内で

の協働による地域づくりを推進します。 

・協働推進課 

・全部局 
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第二次山口市協働推進プラン 

基本施策基本施策基本施策基本施策４４４４    地域地域地域地域でのでのでのでの豊豊豊豊かなかなかなかな暮暮暮暮らしのらしのらしのらしの確保確保確保確保にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組のののの推進推進推進推進                                                                                                                        

    

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業１１１１】】】】 暮らしの確保に向けた取組の推進                        

（１）現状と課題                                              

▼高齢化により、農山漁村地域だけでなく、都市部においても、公共交通の利用が不

便な地域においては、自宅から公共交通の乗り場まで行くことが難しいという問題を

抱えている地域もある等、それぞれの地域にふさわしい移動手段の確保が求められ

ています。 

▼子ども、高齢者、障がい者など全ての人々が地域で、暮らし、生きがいを共に創り、高

め合うことができる「地域共生社会」の実現に向けて、地域住民や地域の多様な主体

が、我が事として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を越えて丸ごとつながること

が求められています。 

▼高齢者が増加する中で、一人ひとりの高齢者の状況に応じて、住まいを中心に、介

護予防・生活支援、医療・介護などを切れ目なく一体的に提供する「地域包括ケア

システム」を構築することが求められている等、それぞれの地域に応じた福祉体制の

構築をしていく必要があります。 

▼東日本大震災等の大規模震災の発生、気候変動の影響による風水害や土砂災害

など、市民の安全安心に対する意識が高まっている中、地域においては、自主防災

組織の立ち上げ等、地域内の防災体制の構築に積極的に取り組まれており、引き続

き、この取組を進めていく必要があります。 

 

（２）事業の方向性                                             

  人口減少、高齢化社会において、地域交通や地域福祉、地域防災は、地域の暮らし

を支えるために重要度が高まっています。今後、各部局が連携して、地域と共に話し合

い、共に汗をかきながら、それぞれの地域の状況に応じた、交通、福祉、防災体制の構

築を支援するとともに、地域においてこれらを担う人材を育成していきます。 

 

（３）具体的な取組                                              

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①地域にふさわしい移

動手段の確保 

●地域にふさわしい移動手段について考え

る、地域住民による「話し合い」を促進す

るとともに、地域と市、事業者が協働し

て、それぞれの地域にふさわしい移動手

段を確保します。 

・協働推進課 

・交通政策課 

②地域における福祉

体制の構築の促進 

●地域で住み続けるための生活課題を把

握するため、自治会をはじめ、地域内で

・協働推進課 

・健康福祉部 
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の話し合いを促進し、地域内での生活課

題の共有を促進します。 

●地域での多様な生活課題に対応するた

めに、地域内での支え合い（共助）の体

制を構築するとともに、地域や行政だけ

でなく、様々な主体が協働して取り組む

ための体制を構築します。 

③地域における防災

体制の構築の促進 

●自主防災組織の立ち上げを促進するとと

もに、大規模災害時における地域での避

難所運営の取組について促進します。 

・協働推進課 

・防災危機管

理課 

④暮らしの確保に向け

た庁内の連携体制

の構築 

●地域福祉や地域交通、地域防災、人づ

くり等について、関係各課とのワーキング

グループを結成し、連携及び情報交換を

行いながら、暮らしの確保に向けた取組

を推進します。 

・全部局 

⑤社会教育事業によ

る人材育成の強化

【再掲】 

●地域交流センターで実施する社会教育

事業において、地域課題に対応した学習

機会を提供し、若者の地域づくり参画の

きっかけづくりを行う等、地域づくり人材の

育成を促進します。 

・地域交流セ 

ンター 

・社会教育課 

地域地域地域地域がががが主体となった地域防災主体となった地域防災主体となった地域防災主体となった地域防災体制の体制の体制の体制の確立確立確立確立（（（（佐山佐山佐山佐山地域）地域）地域）地域）    

佐山地域では昭和１７年の「周防灘台風」で甚大な被害を受けた

ことを教訓に災害に備え、住民の隣保共同の精神に基づいて自主

的な防災活動をし、災害による被害の防止及び軽減を図るために、

佐山地区自治連合会を中心に平成２０年５月に「佐山地区自主防

災会」を発足させるとともに、地域内全１１自治会で防災会が組織さ

れました。 

 佐山地区自主防災会では、地域交流センターと一体となって、

災害時における本部体制を構築し、地域内の情報伝達がスムー

ズに行える体制づくりを整えられています。さらに、各地区の防災

会に、任期５年の防災リーダー、サブリーダーを選任するとともに、

これらに防災の知識を習得するセミナーを開催する等、地域防災

の要である人材の育成にも努められています。 

活動としては、災害時等地域支え合いマップの作成や、災害時図上訓練や地域の特性に応じ

た実働訓練等を実施されています。また、地域の運動会において防災啓発競技を実施したり、子

ども防災体験学習を実施する等、地域住民への防災意識の向上に力を入れられています。 
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第二次山口市協働推進プラン 

【【【【基本事業基本事業基本事業基本事業２２２２】】】】 「小さな拠点」づくりの推進                            

（１）現状と課題                                              

▼本市でも、人口減少や高齢化が進む中山間地域をはじめとする農山漁村地域にお

いては、食料品や日用品を扱う商店や病院等の地域に必要な生活サービス機能が

低下している地域もあります。 

▼農山漁村地域は、面積が広く、集落が点在している地域も多く、高齢化により自宅か

ら公共交通の乗り場まで行くことが困難になっている等、通院や買い物のための移動

手段の確保が大きな課題となっています。 

▼少子化や若年層を中心とした都市部への人口流出など、農山漁村地域の急激な人

口の減少は、域内経済の縮小や担い手不足を招き、地域経済の循環を悪化させ、

雇用の場の減少や商業の衰退を招いています。 

▼中山間地域においては、拠点化やネットワーク化に向けた基盤整備に係る有利な制

度がありますが、中山間地域に指定されていない農山漁村地域においては、このよう

な制度がないため、これらの地域への支援について検討していく必要があります。 

▼農山漁村地域の地域交流センター及び分館は、地域の暮らしを支える総合拠点施

設として期待されるとともに、地域のニーズに応じた運用の見直しが求められていま

す。 

 

（２）事業の方向性                                             

  農山漁村地域においても、将来にわたって、安全安心に住み続けることができるよう、

一定規模の生活圏内に、生活サービス機能の集約を図り、集落間を交通ネットワークで

形成する「小さな拠点」づくりを推進していきます。 

  そのために推進体制を整備し、人的、財政的支援についても検討するとともに、地域

の生活機能を支援するため、地域交流センターや分館の運用の見直しについても検討

していきます。 

  また、「小さな拠点」づくりの形成には、地域住民の話し合いによる課題抽出や方向性

の共有等の地域内の合意形成が重要であることから、地域づくり協議会の体制強化の

支援も行っていきます。 

  さらに、地域の課題をビジネスの手法で解決するコミュニティビジネスを推進し、その

支援体制を構築するとともに、その担い手として、地域おこし協力隊等の外部人材の活

用に向けた取組も促進します。 
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第３章 前期推進計画 

（３）具体的な取組                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

13 集落支援員…集落を巡回し、各世帯の状況把握や集落の共同作業の手伝い、困りごと相談など幅広い分野で

支援する人。 

推進項目推進項目推進項目推進項目    推進内容推進内容推進内容推進内容    担当部署担当部署担当部署担当部署    

①「小さな拠点」づくり

に向けた推進体制

及び支援制度の検

討 

●「小さな拠点」づくりに向けて、プロジェクト

チームを結成する等、庁内で連携して支

援を行います。 

●中山間地域や農山漁村地域において、

「小さな拠点」づくりに向けた支援制度に

ついて検討します。 

●「小さな拠点」づくりに取り組む地域の人

的支援として、集落支援員13等の配置を

検討します。 

・協働推進課 

・定住促進課 

・総合支所 

・地域交流セ 

ンター 

 

②地域交流センター

分館の運用の見直

しの検討 

●日配品販売やカフェ、交流サロン等、日

常生活に必要なサービスを提供する等、

生活支援の機能強化に向けて、先駆的

な取組として、徳地、阿東地域交流セン

ター分館の運用の見直しについて検討し

ます。 

・協働推進課 

・総合支所 

・地域交流セ 

ンター 

③地域づくり協議会の

体制強化の支援

【再掲】 

●地域の暮らしを支える地域経営型の地

域づくりへの取組を進めるため、部会の

見直しをはじめとする地域づくり協議会の

体制強化に向けて、地域に寄り添った支

援を行います。 

・協働推進課 

・総合支所 

・地域交流セ 

ンター 

④コミュニティビジネス

への支援体制の構

築【再掲】 

 

●商工団体等と連携して、コミュニティビジ

ネスの相談窓口の開設等への支援体制

について検討します。 

・協働推進課 

・ふるさと産業

振興課 

⑤地域のニーズに対

応した外部人材の

活用の促進【再掲】 

●地域に不足する人材を補完するために、

地域おこし協力隊等の外部人材の活用

を促進します。 

・協働推進課 

・定住促進課 
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地域住民が主体となった「小さな拠点」づくり地域住民が主体となった「小さな拠点」づくり地域住民が主体となった「小さな拠点」づくり地域住民が主体となった「小さな拠点」づくり    （（（（阿東地福地区阿東地福地区阿東地福地区阿東地福地区））））    

阿東地福地区では、平成２２年に地区内唯一のスーパーが

撤退し、日常生活機能の確保が課題となりました。 

そのような中、地福地域づくり協議会が主体となってアンケ

ートを実施するとともに、地域内での協議を重ねた結果、将来

にわたって地福が笑顔で安心して生活でき、誇れる故郷である

ことを目指し、地域課題への取組を実践する組織として、平成 

２３年に地福ほほえみの郷運営協議会（以下「運営協議会」という。）が

設立されました。運営協議会は、撤退したスーパーの建物を活用し、

買い物機会の確保だけでなく、地域の交流の場としての地域拠点の整

備を進めるため、地域内の自治会を通じて各世帯に開設支援金を募

り、平成２４年４月に地域の交流拠点として、ミニスーパー機能を備え

た「ほほえみの郷トイトイ」がオープンしました。 

また、地域ニーズの高まりを受け、平成２５年には、移動手段を持

たない高齢者の買い物支援として、移動販売車による販売を開始す

るとともに、女性ボランティアを中心に総菜加工グループ「トイトイ工房」

が発足し、ほほえみの郷トイトイにおいて手作り総菜の販売を開始しま

した。これらの運営実績を踏まえ、人口が減少しても、安心して暮らせ

る る地域システムの構築を目指し、平成２６年に特定非営利法人（ＮＰＯ法人）ほほえみの郷トイトイ

を設立し、拠点施設の運営を運営協議会から継承され、今日に至っています。 

阿東地福地区では、この地域拠点「ほほえみの郷トイトイ」を核として、地福地域づくり協議会と

ＮＰＯ法人ほほえみの郷トイトイが一体となって、地域課題を集約し、解決策について検討し実践

するための仕組みや、持続可能な地域経営を進める上での事業創造及び実施体制を構築さ

れ、地域ニーズに基づいた様々な取組を行い、人口減少、高齢化社会においても、地域に笑顔

を増やし、安心して暮らせる地域づくりを進められています。 
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第３章 前期推進計画 

第第第第２２２２節節節節    行動目標行動目標行動目標行動目標                                                                                                                                                
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第二次山口市協働推進プラン 

第第第第３３３３節節節節    計画計画計画計画のののの推進体制推進体制推進体制推進体制                                                                                                                                                

１１１１    計画計画計画計画のののの推進体制推進体制推進体制推進体制                                                                                                                                                                    

計画を着実に推進するため、市民や地域コミュニティ、市民活動団体、事業者、教育機

関、行政が連携して、共に話し、共に汗をかきながら、地域づくりを進めていきます。 

庁内においては、事務局である協働推進課において、地域課題等の解決に向けて、庁

内各課との連携を促すとともに、「（仮称）協働による地域づくり調整会議」を設置して、部局

間の調整を行うとともに、各政策管理室職員を「（仮称）協働による地域づくり推進員」に任

命し、部局内の調整を進めていきます。 

また、「（仮称）協働による地域づくり調整会議」においては、必要に応じて、部局間で連

携した取組の実施に向けて検討するワーキンググループ（ＷＧ）を設置し、地域課題や社会

課題の解決に向けた取組を進めていきます。 

さらに、「山口市協働のまちづくり推進委員会」においても、必要に応じて部会を立ち上げ、

専門的見地及び、外部の知見からこの計画を推進する事案について検討をしていきます。 

 

【【【【    庁庁庁庁    内内内内    のののの    推推推推    進進進進    体体体体    制制制制    】】】】    
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第３章 前期推進計画 

２２２２    計画計画計画計画のののの進行管理進行管理進行管理進行管理                                                                                                                                                                    

計画の進行管理については、基本施策の数値目標の達成状況や進捗状況等を把握す

るとともに、年度毎に推進計画に係る事業計画を策定し、各基本事業の検証を行います。

そして、施策や事業の改善を図るため、計画（Plan）、実施（Do）、点検・評価（Check）、見

直し（Act）といったＰＤＣＡサイクルの流れに基づき計画の進行を管理します。 

また、「協働のまちづくり推進委員会」においても、状況を報告し、評価、検証いただき、

施策・事業の進め方や本計画の見直しを行うものとします。 
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        資資資資    料料料料    編編編編    
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第二次山口市協働推進プラン 

計画策定の経過 

実実実実    施施施施    日日日日    内内内内            容容容容    

平成２８年６月１５日 

～平成２９年７月６日 
いっしょに創る未来懇話会（全２１地域） 

平成２８年 

１０月１４日 
（仮称）第二次山口市協働推進プラン策定方針の策定 

１０月３１日 
平成２８年度第１回山口市協働のまちづくり推進委員会 

・（仮称）第二次山口市協働推進プラン策定方針について 

１１月１１日 第１回市民活動団体円卓会議（参加団体数：６団体） 

１１月１４日 第２回市民活動団体円卓会議（参加団体数：４団体） 

１１月１８日 

第１回（仮称）第二次山口市協働推進プラン策定委員会 

・（仮称）第二次山口市協働推進プラン策定方針について 

・「地域づくりと学習環境に関するアンケート」について 

１１月２１日 第３回市民活動団体円卓会議（参加団体数：６団体） 

１１月２９日 第４回市民活動団体円卓会議（参加団体数：４団体） 

１２月１２日 第１回地域づくり検討ワーキンググループ 

平成２９年 

１月１３日 

～２月１０日 

地域づくりと生涯学習に関するアンケートの実施 

（調査対象者数：市民３，９８６人／有効回収数：１，６２１人

／有効回収率：４０．７％） 

１月２５日 第２回地域づくり検討ワーキンググループ 



 

 

 

 

67 
 

資 料 編 

実実実実    施施施施    日日日日    内内内内            容容容容    

２月６日 第３回地域づくり検討ワーキンググループ 

３月２８日 
第２回第二次山口市協働推進プラン策定委員会 

・基本方針（地域づくりの理念）の検討 

６月１５日 

 ～７月６日 

第二次山口市協働推進プラン策定に係るヒアリング 

（全２１地域） 

７月２６日 
第３回第二次山口市協働推進プラン策定委員会 

・基本方針の検討 

９月２１日 
平成２９年度第１回山口市協働のまちづくり推進委員会 

・基本方針に対する審議 

１１月２７日 
第４回第二次協働推進プラン策定委員会（書面審議） 

・第二次山口市協働推進プラン（素案）の検討 

１２月２０日 
平成２９年度第２回山口市協働のまちづくり推進委員会 

・第二次山口市協働推進プラン（素案）に対する審議 

１２月２１日～ 

平成３０年 

１月１９日 

第二次山口市協働推進プラン（素案）地域説明会 

（全２１地域） 

１月２９日 
経営会議 

・第二次山口市協働推進プラン（案）に対する審議 

２月１３日 山口市議会議員説明会 

 ２月１９日 

～３月２０日 
第二次山口市協働推進プラン（案）パブリック・コメントの実施 

 ３月８日 
平成２９年度第３回山口市協働のまちづくり推進委員会 

・第二次山口市協働推進プラン（案）に対する審議 
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第二次山口市協働推進プラン 

山口市協働のまちづくり推進委員会委員名簿（～平成２９年５月２８日） 

区区区区        分分分分    氏氏氏氏        名名名名    所所所所    属属属属    等等等等    

公募委員 

大宮 義隆  

白上 茂樹  

坂本 京子  

藤永 和聖  

斉藤 和彦  

地域コミュニティ

関係者 

森近 愼治 宮野自治連合会 会長 

米倉 一夫 平川自治連合会 会長 

松崎 恒雄 嘉川自治連合会 会長 

宮成 眞澄 山口市子ども会育成連絡協議会副会長 

市民活動団体

関係者 

堅田 雅子 
ＮＰＯ法人 山口ウッドムーンネットワーク 

理事 

井出崎 小百合 
やまぐち子育て支援ネットワーク hussyh 

代表 

白木 美和 すろーふーどらいふ山口ネット 代表 

中野 智昭 日本青年国際交流機構 

事業者 

後藤 聖治 山口商工会議所 

福田 修平 社団法人 山口青年会議所 理事長 

野村 隆志 社会福祉法人 山口市社会福祉協議会 

教育機関 

関係者 

南波 敏子 社会教育委員  

吉田 芳子 社会教育委員  

学識経験者 
辻 正二 国立大学法人 山口大学 名誉教授 

坂本 俊彦 公立大学法人 山口県立大学 教授 
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山口市協働のまちづくり推進委員会委員名簿（平成２９年５月２９日～） 

区区区区        分分分分    氏氏氏氏        名名名名    所所所所    属属属属    等等等等    

公募委員 

石田 久美子  

山野井 哲也  

福田 直子  

寳迫 智美  

東 孝次  

地域コミュニティ

関係者 

森近 愼治 宮野自治連合会 会長 

米倉 一夫 平川自治連合会 会長 

松崎 恒雄 嘉川自治連合会 会長 

宮成 眞澄 山口市子ども会育成連絡協議会副会長 

市民活動団体

関係者 

堅田 雅子 
ＮＰＯ法人山口ウッドムーンネットワーク  

理事 

上村 早苗 認定ＮＰＯ法人 支えてネットワーク 

白木 美和 すろーふーどらいふ山口ネット 代表 

中野 智昭 日本青年国際交流機構 

事業者 

後藤 聖治 山口商工会議所 

下道 一範 社団法人 山口青年会議所 理事長 

角野 有三 社会福祉法人 山口市社会福祉協議会 

教育機関 

関係者 

南波 敏子 社会教育委員  

吉田 芳子 社会教育委員  

学識経験者 

横田 尚俊 国立大学法人 山口大学 教授 

伊藤 一統 
学校法人 香川学園 宇部フロンティア

大学短期大学部 教授 
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